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1　　はじめに

は
じ
め
に

　
本
書
は
、
二
〇
一
五
年
の
ユ
ネ
ス
コ
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
世
界
遺

産
委
員
会
に
お
い
て
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
の
概
要
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
文
化
庁
文
化
芸

術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
）
等
を
活
用
し
て
作
成
し
た
解
説
書
で
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
八
県
十
一
市
に
分
布
す
る
二
十
三
の
資
産
群
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
広
域
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
代
は
一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
約
六

十
年
間
を
、
産
業
分
野
は
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
の
三
つ
を
対
象
と
し
て
い
て
、
こ
れ
ら

が
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
世
界
遺
産
で
す
。

　
世
界
遺
産
条
約
（
二
四
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
、
締
約
国
に
対
し
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
資
産
を

確
実
に
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
当
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資
産
お
よ
び
そ
の
構
成
資
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
当
た
り
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
認
め
ら
れ
た
世

界
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
、
構
成
資
産
が
所
在
す
る
各
地
で
等
し
く
説
明
し
、
ま
た
、
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
は
既
刊
の
『
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業　
世

界
遺
産
推
薦
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
』（
一
六
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
内
容
を
基
礎
に
し
て
い
ま
す
。
個
別
の

各
資
産
の
概
要
は
同
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
書
を
通
じ
て
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
価
値
を
多
く
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

次
世
代
へ
の
確
実
な
継
承
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

�

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
人
材
育
成
事
業
実
行
委
員
会

目
　
次

は
じ
め
に

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
全
般
に
つ
い
て
　 

　

9

Q�

1　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
正
式
名
称
は
何
で
す
か

Q�

2　

‌�「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
正
式
名
称
が
決
ま
っ
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

の
は
い
つ
で
す
か

Q�

3　
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
書
類
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

Q�

4　
各
資
産
に
設
置
さ
れ
た
記
念
銘
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

Q�

5　
記
念
銘
に
は
何
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

Q�

6　
世
界
遺
産
の
登
録
認
定
証
と
は
何
で
し
ょ
う
か
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Q�

7　

‌�「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
登
録
方
法
で
あ
る「
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」と

は
何
で
し
ょ
う
か

Q�
8　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
関
連
参
考
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

Q�

9　
世
界
遺
産
ル
ー
ト
と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か

Q�

10　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し
た
も
の
に
は
何
が
あ
り
ま
す
か

Q�

11　
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
宿
題
が
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

世
界
遺
産
全
般
に
つ
い
て
　 

　

24

Q�

12　
「
世
界
遺
産
条
約
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

Q�

13　
世
界
遺
産
は
い
く
つ
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か

Q�

14　
日
本
の
世
界
遺
産
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、
い
く
つ
あ
り
ま
す
か

Q�

15　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
条
件
は
何
で
す
か

世
界
遺
産
登
録
に
必
要
な
完
全
性
・
真
実
性
　 
　

30

Q�

16　
世
界
遺
産
価
値
に
必
要
な
「
真
実
性
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

Q�

17　
世
界
遺
産
価
値
に
必
要
な
「
完
全
性
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

Q�

18　
な
ぜ
那
珂
湊
反
射
炉
（
茨
城
県
）
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

Q�

19　
な
ぜ
三
川
坑
（
福
岡
県
）
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

Q�

20　
な
ぜ
筑
豊
炭
鉱
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

Q�

21　
な
ぜ
東
田
第
一
高
炉
（
福
岡
県
）
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

Q�

22　
な
ぜ
出
島
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

Q�

23　
な
ぜ
釜
石
の
大
橋
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

世
界
遺
産
登
録
　 

　

40

Q�

24　
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か

Q�

25　
イ
コ
モ
ス
と
は
ど
ん
な
組
織
な
の
で
す
か

Q�

26　
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
と
必
ず
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
ま
す
か
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「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
各
事
項
　 

　

44

Q�
27　
な
ぜ
幕
末
や
そ
れ
以
前
の
遺
産
が
入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

Q�

28　
な
ぜ
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
期
間
は
一
九
一
〇
年
ま
で
な
の
で
す
か

Q�

29　
時
代
は
ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
ま
す
か

Q�

30　
各
構
成
資
産
の
範
囲
は
何
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
す
か

Q�

31　

‌�

反
射
炉
は
佐
賀
で
初
め
て
つ
く
ら
れ
た
の
に
、
な
ぜ
佐
賀
に
反
射
炉
の
構
成
資
産
が
な
い
の

で
す
か

Q�

32　
韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産
エ
リ
ア
に
川
が
入
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か

Q�

33　
構
成
資
産
に
は
な
ぜ
灯
台
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

Q�

34　
構
成
資
産
に
は
な
ぜ
砲
台
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

Q�

35　
構
成
資
産
に
は
な
ぜ
海
軍
工
廠
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

Q�

36　
大
金
剛
丸
は
世
界
遺
産
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か

Q�

37　
萩
の
城
下
町
は
な
ぜ
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
な
の
で
し
ょ
う
か

Q�

38　
萩
城
に
は
天
守
閣
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
守
閣
は
再
建
し
な
く
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

稼
働
資
産
の
保
全
　 
　

53

Q�

39　
現
在
も
稼
働
し
て
い
る
資
産
が
入
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か

Q�

40　
資
産
の
保
全
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で
す
か

Q�

41　

‌�「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
稼
働
中
の
産
業
遺
産
に
係
る
税
負
担
軽
減
措
置
が
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

Q�

42　
デ
ジ
タ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
で
す
か

Q�

43　
イ
コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
共
同
原
則
と
は
何
で
し
ょ
う
か

Q�

44　
戦
略
的
枠
組
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

Q�

45　

‌�

内
閣
官
房
に
「
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
」が
設
置
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
　 

　

72

Q�

46　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
は
何
で
し
ょ
う
か

Q�

47　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
は
ど
の
よ
う
な
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
か
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Q�

48　
ビ
ジ
タ
ー
施
設
な
ら
び
に
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

そ
の
他
よ
く
あ
る
疑
問
点
　 

　

76

Q�

49　
推
薦
書
に
労
働
問
題
の
記
載
は
あ
り
ま
す
か

Q�

50　
山
本
作
兵
衛
と
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
の
関
係
性
は
ど
う
で
す
か

Q�

51　

‌�

三
池
炭
鉱
に
は
様
々
な
坑
口
が
あ
る
中
、
構
成
資
産
は
な
ぜ
宮
原
坑
と
万
田
坑
の
二
つ
だ
け

な
の
で
す
か

Q�

52　
端
島
の
世
界
遺
産
価
値
と
文
化
財
価
値
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か

Q�

53　
関
連
資
産
と
は
何
で
す
か

資
料
（
84
）／「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
窓
口
（
93
）／
要
点
整
理
の
ク
イ
ズ
（
95
）

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
全
般
に
つ
い
て

Q�

1　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
正
式
名
称
は
何
で
す
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
と
い
い
ま
す
。
英
語

で
は
、Sites of Japanʼs M

eiji Industrial Revolution: Iron and Steel, Shipbuilding 
and C

oal M
ining

で
す
。

Q�

2　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
正
式
名
称
が
決
ま
っ
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
の
は
い
つ
で
す
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
と
い
う
正
式
名
称
に

変
更
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
四
日
に
出
さ
れ
た
イ
コ
モ
ス
勧
告
で
す

（
イ
コ
モ
ス
に
つ
い
て
は
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
）。
正
式
に
名
称
が
決
定
し
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
九
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
で
、二
〇
一
五
年
七
月
八
日
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で
す
。
推
薦
時
は「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」と
い
う
名
称
で
し
た
。

Q�
3　

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
書
類
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
書

類
（
全
て
英
文
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
し
た
資
料
の
総
ペ
ー
ジ
は
全
二
七
七
五
ペ

ー
ジ
に
及
び
ま
す
。
以
下
に
、
そ
の
例
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

　
【
推
薦
書
】（
全
四
八
四
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
に
値
す
る
顕
著
な
普
遍
的
価

値
を
有
す
る
こ
と
、適
切
な
保
全
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、真
実
性（
真
正
性
）・
完
全
性
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
た「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作

業
指
針
」
に
基
づ
き
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
九
日
に
、
内
閣
官
房
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
へ
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
推
薦
書
（
正
式
版
）
を
提
出
し
ま

し
た
。
表
紙
は
福
岡
県
大
牟
田
市
に
あ
る
三
池
港
閘こ

う
門も

ん
が
一
九
〇
八
年
に
竣
工
し
た
際
の
写
真
で
す
。

　
【
附
属
資
料
】（
全
二
三
五
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

　
推
薦
書
の
内
容
を
補
足
す
る
た
め
、
資
産
の
保
全
手
法
、
類
似
資
産
と
の
比
較
調
査
等
に
関
す
る

情
報
を
記
載
し
た
資
料
。

　
【
管
理
保
全
の
一
般
方
針
及
び
戦
略
的
枠
組
み
】

（
全
七
一
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

　
多
様
性
が
高
く
、
多
く
の
関
係
者
が
存
在
す
る

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
構
成
す
る
二
十

三
の
資
産
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

共
通
の
方
針
に
沿
っ
て
管
理
保
全
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

一
般
的
な
方
針
や
枠
組
み
を
記
載
し
た
書
類
。

　
【
管
理
保
全
計
画
書
】

　
個
々
の
構
成
資
産
に
つ
い
て
、
所
有
者
や
管
理
者

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、
日
常
の
管
理
保
全
の

進
め
方
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
計
画
書
。

萩
（
全
二
三
五
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

集
成
館
（
全
一
五
四
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

韮に
ら

山や
ま

（
全
一
〇
六
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

写真 1　「明治日本の産業
革命遺産」推薦書

写真 2　三池港閘門竣工時の記念�
写真
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橋
野
鉄
鉱
山
（
全
一
五
一
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

三み

重え

津つ

海
軍
所
跡
（
全
一
四
七
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

小こ

菅す
げ

修
船
場
跡
（
全
九
九
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所（
全
一
二
二
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

高
島
炭
鉱
（
全
一
四
六
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
（
全
一
一
六
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

三
池
炭
鉱
（
全
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

三
池
港
（
全
一
七
五
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

写真 3　管理保全計画書

三み

角す
み
西
港
（
全
一
三
五
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

官
営
八や

幡は
た

製せ
い

鐵て
つ

所し
ょ

（
全
九
九
ペ
ー
ジ
に
て
構
成
）

Q�

4　

各
資
産
に
設
置
さ
れ
た
記
念
銘
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
構
成
資
産
へ
の
来
訪
者
に
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
適
切
に
周
知
す
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
第
二
六
九
項
）
に
則
り
、「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
各
資
産
に
統
一
的
な
「
世
界
遺
産
登
録
記
念
銘
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
鉱こ

う

滓さ
い
煉れ

ん
瓦が

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
資
産
が
世
界
遺
産

一
覧
表
に
登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
締
約
国
は
、
可
能
な
限
り
、
登
録
を
記
念
す
る
記
念
銘
を
設
置
す

る
こ
と
。
記
念
銘
は
、
当
該
国
の
国
民
及
び
外
国
か
ら
の
訪
問
者
に
向
け
て
、
訪
れ
た
資
産
が
国
際

社
会
に
認
定
さ
れ
た
特
別
の
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

写真 4　恵
え

美
び

須
す

ヶ鼻
はな

造船所
跡に設置された記念銘（山
口県萩市）

Q�

5　

記
念
銘
に
は
何
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
「『
＊
＊
＊
〔
資
産
名
〕』は
、世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
構
成
資
産
の
一
つ
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
半
ば
、
西
洋
に
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
東
洋
の
一
国
は
、
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海
防
の
危
機
感
よ
り
西
洋
科
学
に
挑
戦
を
し
、
工
業
を
興
す
こ
と
を
国
家
の
大
き
な
目
標
と
し
て
、

西
洋
の
産
業
革
命
の
波
を
受
容
し
、
工
業
立
国
の
土
台
を
築
い
た
。
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
は
、

一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
の
日
本
の
重
工
業
（
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
）
に
お
け

る
大
き
な
変
化
、
国
家
の
質
を
変
え
た
半
世
紀
の
産
業
化
を
証
言
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

Q�

6　

世
界
遺
産
の
登
録
認
定
証
と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
日
本
政
府
に
交
付
さ
れ
た
世
界
文
化
遺
産
登
録
認
定
証
で
す
。
二
〇
一
六
年

三
月
に
、
構
成
資
産
の
立
地
す
る
各
自
治
体
の
首
長
に
レ
プ
リ
カ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

写真 5　世界文化遺産登
録認定書

Q�

7　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
登
録
方
法
で
あ
る
「
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
八
県
十
一
市
に
立
地
す
る
二
十
三
の
構
成
資
産
全
体
で

「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」（O

utstanding U
niversal V

alue

）、
す
な
わ
ち
世
界
遺
産
の
価
値
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
日
本
に
広
が
る
本
格
的
な
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
各
構
成
資
産
の
一
つ
一
つ
に
は
、
そ
れ

だ
け
で
は
世
界
遺
産
の
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
個
別
の
資
産
は
世
界
遺
産
を
構
成
す
る
要
素
の
一

つ
に
す
ぎ
ず
、
全
体
で
ユ
ネ
ス
コ
の
基
準
を
満
た
し
て
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
厳
密
に
は

「
韮
山
反
射
炉
が
世
界
遺
産
に
な
っ
た
」、「
軍
艦
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
た
」、「
世
界
遺
産　
旧
集

成
館
」
と
い
っ
た
表
現
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く
は
、「
世
界
遺
産　
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産　
旧
集
成
館
」
な
ど
と
い
う
表
現
に
な
り
ま
す
。

Q�

8　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
関
連
参
考
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

　
A　
次
の
よ
う
な
冊
子
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
が
あ
り
ま
す
。
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【
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
】

　
名
称
は
『
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業　
世
界
遺
産
推
薦
書

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
』（「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
世
界
遺
産
協
議
会
事
務
局
発
行
）
で
、
通
称
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
さ
れ
た
「
推
薦
書
」
の
内
容
を
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
冊
子

で
、
二
十
三
の
各
資
産
の
概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
推
薦
書
と
同
じ
く
、
福
岡
県
大

牟
田
市
の
三
池
港
閘
門
が
一
九
〇
八
年
に
竣
工
し
た
際
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
公
式
一
般
配
布
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）】

　
名
称
は
『
世
界
遺
産　
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業　
ミ
ニ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』（「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
世
界
遺
産
協
議
会
発
行
）
で
、
通
称
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
す
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
公
式
一

般
配
布
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
全
二
四
ペ
ー
ジ
で
、
分
か
り
や
す
い
表
現
で
ス
ト
ー
リ
ー
の
解
説

が
掲
載
さ
れ
、
巻
頭
で
世
界
遺
産
価
値
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
構
成
資
産
の
ほ
か
、
資
産
が
立

地
す
る
エ
リ
ア
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
な
ど
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
記
事
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
登
録
に
携
わ
っ
て
き
た
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
連
載
企
画

な
ど
、
様
々
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。w

w
w
.japansm

eijiindustrialrevolution.com

　
【
公
式
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
】

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
の
立
地
す
る
自
治
体
か
ら
な
る
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
世
界
遺
産
協
議
会
が
開
発
し
た
ア
プ
リ
で
す
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に

つ
い
て
の
解
説
の
ほ
か
、
ク
イ
ズ
機
能
、
現
地
の
様
々
な
写
真
や
映
像
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

写真 6　「明治日本の産業革命遺産」
スマホアプリ
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「
現
地
カ
メ
ラ
」
機
能
な
ど
が
あ
り
、
幅
広
い
世
代
の
方
を
対
象
と
し
て
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
に
は
、
現
役
で
稼
働
中
の
た
め
、
一
般
来
訪
者
の

見
学
を
受
け
付
け
て
い
な
い
資
産
も
あ
り
、
ア
プ
リ
で
資
産
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
一
例
と
し

て
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（The Scottish Ten Project

）」
で
計
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
ク
レ
ー
ン
の
構
造
を

直
感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
3
Ｄ
ビ
ュ
ア
ー
」（
現
地
で
の
み
体
験
可
能
）
や
、「
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
」
を
搭
載
し
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
実
際
に
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
資
産
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
情
報
発
信
を
、
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
進
め
て
い
ま
す

（
五
七
ペ
ー
ジ
も
参
照
）。

　
ま
た
、
ア
プ
リ
の
様
々
な
機
能
を
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
月
間
ラ
ン
キ
ン
グ
が
ア
プ
リ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
言
語
は
日
本
語
の
ほ
か
に
、
英
語
・
中
国
語
（
簡
体
字
）・
中
国
語
（
繁
体
字
）・
韓
国
語
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

Q�

9　

世
界
遺
産
ル
ー
ト
と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
推
薦
書
の
五
ｈ
（
三
九
五
―
四
〇
三
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、

V
isitor facilities and infrastructure

と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
各

エ
リ
ア
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
ほ
か
、
駐
車
場
や
ア
ク
セ
ス
情
報
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
て
、

ま
た
、
各
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
交
通
網
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
エ
リ
ア
な
ら
び
に
エ
リ
ア
に

立
地
す
る
構
成
資
産
は
単
独

で
は
世
界
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
持
た
な
い
た
め
、
訪
問

者
に
は
各
エ
リ
ア
の
周
遊
を

通
し
て
、
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
全
体

で
一
つ
の
世
界
遺
産
価
値
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

写真 7　ガイドマップ

写真 8　道路標識の例
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め
の
取
り
組
み
が
、
世
界
遺
産
ル
ー

ト
の
整
備
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で

は
、
各
エ
リ
ア
全
体
を
紹
介
し
、
交

通
網
等
を
表
示
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
産
業
遺
産

の
統
一
ロ
ゴ
を
掲
載
し
た
道
路
標
識

（
二
〇
一
七
年
十
一
月
一
日
現
在
で

二
七
〇
か
所
）
に
よ
る
案
内
表
示
等

を
進
め
て
い
ま
す
。

Q�

10　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
の
世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し

た
も
の
に
は
何
が
あ
り
ま
す
か

　
A　
次
の
よ
う
な
切
手
、
貨
幣
セ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

2017 年 11 月 1 日現在
県名 市名 設置済 今年度予定 合計 備考

福岡県
北九州市 53 0 53
大牟田市 20 0 20
中間市 13 0 13

佐賀県 佐賀市 25 0 25

長崎県 長崎市 3 13 16 平成 30 年度に別途 3か所設置予定

熊本県 荒尾市 41 0 41
宇城市 18 0 18

鹿児島県 鹿児島市 29 8 37
山口県 萩市 44 0 44
岩手県 釜石市 20 0 20

静岡県 伊豆の国市 4 0 4
平成32年度までに別途
4か所新設予定。それ以
降も既存の標識更新時
に順次導入する方針。

合計 270 21 291
（出典：「明治日本の産業革命遺産」世界遺産協議会）

表 1　道路標識の設置状況

　
【
貨
幣
セ
ッ
ト
・
プ
ル
ー
フ

メ
ダ
ル
セ
ッ
ト
付
属
小
冊
子

（
造
幣
局
）】

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を

記
念
し
て
、
造
幣
局
よ
り
発
売

さ
れ
た
「
貨
幣
セ
ッ
ト
」
お
よ

び
「
プ
ル
ー
フ
メ
ダ
ル
三
点
セ

ッ
ト
」
に
付
属
す
る
小
冊
子
で
、

資
産
や
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

　
【
フ
レ
ー
ム
切
手
（
日
本
郵
便
）】

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
に

日
本
郵
便
よ
り
発
売
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
切
手
で
す
。
エ
リ
ア
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
全
十
四
種
類
が
発

売
さ
れ
、
付
属
の
台
紙
に
は
、
各
構
成
資
産
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

写真 9　フレーム切手

写真 10　貨幣セット（左）・メダルセット（右）
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ま
す
。

Q�
11　

世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
宿
題
が
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
第
三
十
九
回
世
界
遺
産
委
員
会
決
議
の
勧
告
に
関
す
る
箇
所
を
引
用
し
ま
す
。

　
四　
締
約
国
〔
日
本
〕
が
、
以
下
の
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。

　
ａ　
端
島
炭
坑
の
詳
細
な
保
全
措
置
に
係
る
計
画
を
優
先
的
に
策
定
す
る
こ
と
。

　
ｂ　
推
薦
資
産
（
の
全
体
）
及
び
構
成
資
産
に
関
す
る
優
先
順
位
を
付
し
た
保
全
措
置
の
計
画

及
び
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

　
ｃ　
資
産
に
対
し
て
危
機
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
高
い
潜
在
的
な
負
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、

各
構
成
資
産
に
お
け
る
受
け
入
れ
可
能
な
来
訪
者
数
を
定
め
る
こ
と
。

　
ｄ　
推
薦
資
産
（
の
全
体
）
及
び
そ
の
構
成
資
産
の
管
理
保
全
の
た
め
の
新
た
な
協
力
体
制
に

基
づ
く
枠
組
み
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
年
次
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
。

　
ｅ　
管
理
保
全
計
画
の
実
施
状
況
及
び
地
区
別
保
全
協
議
会
で
の
協
議
事
項
・
決
議
事
項
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
、
一
年
ご
と
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
。

　
ｆ　
各
構
成
資
産
の
日
々
の
管
理
に
責
任
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
ス
タ
ッ
フ
及
び
関
係
者
が
、
能
力

を
培
い
推
薦
資
産
の
日
常
の
保
全
、
管
理
、
理
解
増
進
に
つ
い
て
一
貫
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
人
材
育
成
計
画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

　
ｇ　
推
薦
資
産
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
展
示
）
戦

略
を
策
定
し
、
各
構
成
資
産
が
い
か
に
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
貢
献
し
、
産
業
化
の
一
ま
た

は
二
以
上
の
段
階
を
反
映
し
て
い
る
か
を
特
に
強
調
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
サ
イ
ト
の
歴
史

全
体
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
展
示
）
戦
略
と
す
る
こ
と
。

　
ｈ　
「
集
成
館
」
及
び
「
三
重
津
海
軍
所
跡
」
に
お
け
る
道
路
建
設
計
画
、「
三
池
港
」
に
お
け

る
新
た
な
係
留
施
設
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
開
発
計
画
及
び
来
訪
者
施
設
の
増
設
・
新
設
に
関

す
る
提
案
に
つ
い
て
、「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
第
一
七
二
項
に
従
っ

て
、
審
議
の
た
め
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
五　
二
〇
一
八
年
の
第
四
十
二
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
の
審
議
の
た
め
、
二
〇
一
七
年
十
二
月

一
日
ま
で
に
上
記
に
関
す
る
進
捗
状
況
の
報
告
を
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
よ
う
、

締
約
国
に
要
請
す
る
。

　
六　
同
時
に
、
締
約
国
が
イ
コ
モ
ス
に
対
し
て
、
上
記
勧
告
の
実
施
に
係
る
助
言
を
求
め
る
こ

と
を
検
討
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。
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�

（http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/sangyousekaiisan/pdf/sekaiisan_ketugi.pdf

）

　
右
の
宿
題
と
は
別
に
、
日
本
政
府
代
表
団
は
「
日
本
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
い
く
つ
か
の
サ
イ
ト

（
施
設
）
に
お
い
て
、
そ
の
意
思
に
反
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
、
厳
し
い
環
境
の
下
で
働
か
さ
れ
た
多

く
の
朝
鮮
半
島
出
身
者
等
が
い
た
こ
と
、
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日
本
政
府
と
し
て
も
徴
用

政
策
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
所
存
で
あ
る
。
日
本
は

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
犠
牲
者
を
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
適
切
な
措
置

を
説
明
戦
略
に
盛
り
込
む
所
存
で
あ
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
け

る
佐
藤
地く
に

ユ
ネ
ス
コ
大
使
（
当
時
）
の
発
言
と
審
議
結
果
に
関
す
る
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
（
当
時
）
の

談
話
に
つ
い
て
は
八
四
―
八
六
ペ
ー
ジ
の
資
料
1
、
2
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

世
界
遺
産
全
般
に
つ
い
て

Q�

12　
「
世
界
遺
産
条
約
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
正
式
名
称
は
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」（C

onvention 

C
oncerning the Protection of the W

orld C
ultural and N

atural H
eritage

）
と
い

い
ま
す
。
一
九
七
二
年
十
一
月
十
六
日
に
第
十
七
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の

条
約
締
約
は
一
九
九
二
年
と
、
や
や
遅
れ
て
締
約
し
た
形
と
な
り
ま
す
。
世
界
遺
産
が
提
起
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ナ
イ
ル
川
の
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
南
部

か
ら
ス
ー
ダ
ン
北
部
に
あ
る
ヌ
ビ
ア
遺（
※
）跡が

水
没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ヌ
ビ
ア

遺
跡
を
保
護
す
る
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
両
国
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
は
ヌ
ビ
ア

水
没
遺
跡
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
保
護
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
世
界
遺
産
は
、
人
類
全
体

の
た
め
の
世
界
の
遺
産
を
損
傷
・
破
壊
の
脅
威
か
ら
保
護
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
国
際
的
な
協
力
・
援
助
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
ヌ
ビ
ア
遺
跡
　

―
　

紀
元
前
十
六
世
紀
か
ら
前
一
世
紀
に
か
け
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
朝
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
建
造
物
群
。
構
成

資
産
は
ア
ブ
・
シ
ン
ベ
ル
神
殿
、
フ
ィ
ラ
エ
神
殿
、
カ
ラ
ブ
シ
ャ
神
殿
な
ど
。
一
九
七
〇
年
に
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
の
近
く
に

移
築
さ
れ
た
。

Q�

13　

世
界
遺
産
は
い
く
つ
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か

　
A　
二
〇
一
七
年
の
第
四
十
一
回
世
界
遺
産
委
員
会
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
後
の
時
点
で
、
世
界
で
は
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一
〇
七
三
件
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
に
は
文
化
遺
産
、
自
然
遺
産
、

複
合
遺
産
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
【
文
化
遺
産
（
八
三
二
件
）】

　
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
記
念
工
作
物
、
建
造
物
群
、
遺
跡

　
例�

―
万
里
の
長
城
（
中
国
）、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
エ
ジ
プ
ト
）、
ポ
ン
ペ
イ
（
イ
タ
リ
ア
）、
法
隆

寺
仏
教
建
造
物
（
日
本
）　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
【
自
然
遺
産
（
二
〇
六
件
）】

　
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
自
然
の
地
域
、
地
質
・
地
形
、
風
景
地
等

　
例�

―
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
（
エ
ク
ア
ド
ル
）、
屋
久
島

（
日
本
）

　
【
複
合
遺
産
（
三
五
件
）】

　
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
両
方
の
定
義
を
満
た
す
遺
産

　
例
―
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
（
ペ
ル
ー
）

Q�

14　

日
本
の
世
界
遺
産

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、

い
く
つ
あ
り
ま
す
か

　
A　
日
本
に
は
、
世
界
文

化
遺
産
が
一
七
件
、
世
界
自

然
遺
産
が
四
件
（
二
〇
一
七
年

八
月
現
在
）
あ
り
、
二
〇
一

八
年
に
は
暫
定
リ
ス
ト
か
ら

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」、

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖

縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
が

世
界
遺
産
リ
ス
ト
入
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

【日本における世界文化遺産】 記載年
法隆寺地域の仏教建造物 1993 年
姫路城 1993 年
古都京都の文化財（京都市、宇治市、大津市） 1994 年
白川郷・五箇山の合掌造り集落 1995 年
原爆ドーム 1996 年
厳島神社 1996 年
古都奈良の文化財 1998 年
日光の社寺 1999 年
琉球王国のグスク及び関連遺産群 2000 年
紀伊山地の霊場と参詣道 2004 年
石見銀山遺跡とその文化的景観 2007 年
平�泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群― 2011 年
富士山―信仰の対象と芸術の源泉 2013 年
富岡製糸場と絹産業遺産群 2014 年
明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業 2015 年
ル・コルビュジエの建築作品―近代建築運動への顕著な貢献― 2016 年
「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群 2017 年

【日本における世界自然遺産】 記載年
屋久島 1993 年
白神山地 1993 年
知床 2005 年
小笠原諸島 2011 年

表 2　日本の世界遺産
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Q�

15　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
条
件
は
何
で
す
か

　
A　
人
類
が
共
有
す
べ
き
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」（O

utstanding U
niversal V

alue

）
を

有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
の
第
四
九
項
に
よ
る
と
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

と
は
、「
国
家
間
の
境
界
を
超
越
し
、
人
類
全
体
に
と
っ
て
現
代
及
び
将
来
世
代
に
共
通
し
た
重
要

性
を
も
つ
よ
う
な
、
傑
出
し
た
文
化
的
な
意
義
及
び
／
又
は
自
然
的
な
価
値
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
同
指
針
の
第
五
二
項
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
条
約
は
、
重
大
な
価
値
を

有
す
る
資
産
の
す
べ
て
を
保
護
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、
国
際
的
な
見
地
か
ら
み
て
最

も
顕
著
な
価
値
を
有
す
る
資
産
を
選
定
し
、
そ
れ
ら
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
的
に
重
要
な

資
産
や
地
域
に
お
い
て
価
値
を
有
す
る
資
産
が
自
動
的
に
世
界
遺
産
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
」。
す
な
わ
ち
、
国
に
お
い
て
重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
る
と
指
定
さ
れ
た
文
化
財
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、「
国
際
的
な
見
地
か
ら
み
て
最
も
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
資
産
」
で
な
け
れ
ば

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
指
針
第
七
八
項
に
よ
る
と
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
る
資
産
は
ユ
ネ

ス
コ
が
定
め
る
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
の
評
価
基
準
の
一
つ
以
上
を
満
た
し
、
な
お
か
つ
「
完
全

性
及
び
／
又
は
真
正
性
の
条
件
」
に
つ
い
て
も
ユ
ネ
ス
コ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
世
界
遺
産
価
値
の
保
護
を
担
保
す
る
適
切
な
保
護
管
理
体
制
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
は
こ
れ
ら
の
評
価
基
準
の
ⅱ
と
ⅳ
を
満

た
し
て
い
ま
す
。
推
薦
書
で
は
資
産
の
価
値
表
明
と
い
か
に
ユ
ネ
ス
コ
の
評
価
基
準
に
資
産
の
価
値

が
適
合
す
る
か
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
推
薦
時
ⅱ
、
ⅲ
、
ⅳ

の
三
つ
の
評
価
基
準
の
適
合
を
議
論
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
コ
モ
ス
の
査
定
に
お
い
て
、

ⅱ
と
ⅳ
の
適
合
の
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（「
評
価
基
準
」
の
詳
細
は
八
六
―
八
七
ペ
ー
ジ
の
資
料
3
を
参
照
）。

　
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
さ
れ
た
推
薦
書
に
お
い
て
は
、D

raft Statem
ent

が
一
一
―
一
二
ペ
ー
ジ

と
第
三
章
の
登
録
の
価
値
証
明
二
四
二
―
二
五
八
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
薦
書
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
（
英
語
版
・
日
本
語
版
の
二
種
類
作
成
）
の
六
ペ
ー
ジ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
必
要
な
条
件

を
満
た
し
て
い
る
か
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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世
界
遺
産
登
録
に
必
要
な
完
全
性
・
真
実
性

Q�

16　

世
界
遺
産
価
値
に
必
要
な
「
真
実
性
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
デ
ザ
イ
ン
や
材
質
、
機
能
な
ど
が
本
来
の
価
値
を
維
持
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
指
し

ま
す
。「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
第
八
二
項
に
よ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
す
。

文
化
遺
産
の
種
類
、
そ
の
文
化
的
文
脈
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
が
、
資
産
の
文
化
的
価
値
（
登

録
推
薦
の
根
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
る
価
値
基
準
）
が
、
下
に
示
す
よ
う
な
多
様
な
属
性
に
お
け
る

表
現
に
お
い
て
真
実
か
つ
信
用
性
を
有
す
る
場
合
に
、
真
正
性
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
得
る
。

・
形
状
、
意
匠

・
材
料
、
材
質

・
用
途
、
機
能

・
伝
統
、
技
能
、
管
理
体
制

・
位
置
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

・
言
語
そ
の
他
の
無
形
遺
産

・
精
神
、
感
性

・
そ
の
他
の
内
部
要
素
、
外
部
要
素

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
例
に
と
っ
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
全
て
の
構
成
資
産
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
状
と
材
質
を
保
持
し
て
い
て
、
そ
れ
は
地
下
遺
構
と
な

り
目
に
見
え
な
い
資
産
で
あ
っ
て
も
同
様
で
す
。
三み

重え

津つ

海
軍
所
跡
や
高
島
炭
坑
の
よ
う
な
遺
産
群

は
、
主
に
考
古
学
的
遺
産
で
、
素
材
の
大
半
が
手
つ
か
ず
の
状
態
で
地
下
遺
構
と
し
て
遺
さ
れ
て
い

て
、
ま
た
形
状
や
景
観
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
重
津
海
軍
所
跡
の
場
合
、
地
下
遺
構
と
し
て
、
修
船
、
造
船
施
設
で
あ
る
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
や
、

船
の
修
理
に
必
要
な
部
品
を
修
理
・
製
造
し
た
金
属
加
工
施
設
な
ど
の
跡
が
、
形
状
や
デ
ザ
イ
ン
、

材
料
の
観
点
で
良
好
な
状
態
で
遺
さ
れ
て
い
て
、
真
実
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
の
際
に
、
ま
た
、
現
在
も
稼
働
し
て
い
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
用

途
で
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
つ
ま
り
用
途
や
機
能
も
そ
の
ま
ま
保
た
れ
る
と
い
う
点
で
極
め

て
高
い
真
実
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
で
実
際
に
使
用
さ
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れ
て
い
る
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
」
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
れ
は
ワ
イ
ヤ
ー
や

ブ
レ
ー
キ
、
操
作
盤
な
ど
、
大
部
分
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
状
態
を
維
持
し
な
が
ら
、
設
置
か
ら
百
年
以

上
た
っ
た
現
在
も
、
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
姿
で
機
能
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も
、
当
時
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
形
状
（
当
時
と
変
わ
ら
な
い
姿
）・
材
質
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
品
を
使
用
）
で
、
一
九

〇
九
年
以
来
の
ク
レ
ー
ン
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
用
途
、
機
能
を
保
持
し
て
い
て
、
極
め
て
高
い

水
準
で
真
実
性
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
六
ペ
ー
ジ
の
「
真
実
性
の
宣
言
」
と
い
う
箇
所
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
関
す
る
真
実
性
に
つ
い
て
、
西
洋
か
ら
非
西
洋
へ
の
初
め
て
の
、
且
つ

急
速
な
産
業
化
の
移
転
を
顕
し
代
表
す
る
、
現
存
す
る
産
業
遺
産
の
集
合
体
と
し
て
、
最
も
高
い

真
実
性
を
有
し
て
い
る
。

　
「
形
状
・
意
匠
」、「
材
料
・
材
質
」
に
つ
い
て
、
本
資
産
の
構
成
資
産
は
重
工
業
の
産
業
分
野

に
お
け
る
、
西
洋
か
ら
わ
が
国
へ
の
技
術
移
転
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
状
と
材
質
を
保
持
し
て
い
る
。
構
成
資
産
の
中
に
は
、
断
片
的
又
は
考
古
学
的

な
遺
構
も
含
ま
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
全
体
の
資
産
の
中
で
重
要
な
産
業
要
素
に
つ
い
て
は

真
実
性
が
高
い
。
構
成
資
産
の
中
に
は
、
長
年
、
産
業
遺
産
の
特
徴
を
遺
す
史
跡
と
し
て
管
理
さ

れ
て
き
た
遺
構
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
実
質
的
に
高
い
真
実
性
を
有
す
る
重
要
な
遺
構
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
構
成
資
産
に
お
い
て
は
、「
形
状
・
意
匠
」
及
び
「
材
料
・
材
質
」
の
み
な
ら
ず
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
用
途
で
の
継
続
的
使
用
と
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
極
め
て
高
い
真
実
性
を

有
し
て
い
る
。

Q�
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世
界
遺
産
価
値
に
必
要
な
「
完
全
性
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
そ
の
遺
産
が
持
つ
価
値
を
特
徴
づ
け
る
要
素
が
完
全
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
二
十
三
の
構
成
資
産
全
体
で
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

を
有
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
複
数
の
資
産
群
で
世
界
遺
産
価
値
を
示
す
「
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
」
で
す
の
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
説
明
す
る
た
め
に
は
ど
の
資
産
が
必
要
（
ま
た
は
不
要
）
で
、

構
成
資
産
全
体
で
そ
の
価
値
を
完
全
に
証
明
で
き
る
か
が
重
要
と
な
る
た
め
、
ど
の
構
成
資
産
を
選

ぶ
か
は
大
変
重
要
な
問
題
と
な
り
ま
す
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
例
に
と
る
と
、
全
体

と
し
て
の
資
産
の
保
全
状
態
は
良
好
で
、
特
に
産
業
用
の
用
途
で
現
在
も
生
産
の
一
翼
を
担
う
現
役

の
産
業
設
備
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
管
理
者
が
安
全
性
確
保
の
た
め
の
定
期
点
検
の
実
施
と
、
適
切
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な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
高
い
水
準
の
完
全
性
・
真
実
性
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
書
二
五
二
―
二
五
四
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
個
別
の
資
産
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
完
全
性
を
持
っ
て
い
る
か
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
完
全
性
が
ど
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
は
資
産
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
一
つ
の
例
と
し

て
は
三
池
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
明
治
時
代
の
石
炭
産
業
を
語
る
上
で
、
三
池
で
あ
れ
ば
明
治
時
代
の

採
炭
施
設
で
あ
る
宮
み
や
の

原は
ら

坑
、
万ま

ん
田だ

坑
、
三
池
炭
鉱
専
用
鉄
道
敷
跡
や
ハ
チ
ド
リ
の
形
を
す
る
三
池
港
、

三
角
西
港
な
ど
物
流
関
連
施
設
と
そ
の
変
化
の
道
程
ま
で
が
遺
っ
て
お
り
、
石
炭
を
掘
り
、
鉄
道
で

運
び
、
港
か
ら
各
地
へ
と
い
う
物
流
全
体
の
流
れ
を
含
め
る
こ
と
が
完
全
性
の
た
め
に
必
要
で
し
た
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
推
薦
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
六
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
以
下
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
と
い
っ
た
産
業
分
野

に
お
い
て
、
急
速
な
産
業
化
を
成
し
遂
げ
た
道
程
を
証
言
す
る
遺
産
群
で
あ
り
、
二
十
三
の
構
成

資
産
は
、
現
存
す
る
唯
一
か
つ
希
少
な
遺
構
と
し
て
、
全
体
で
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
有
し

て
い
る
。
い
ず
れ
の
構
成
資
産
に
お
い
て
も
、
資
産
の
範
囲
に
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
に
貢

献
す
る
要
素
を
、
全
て
包
含
す
る
よ
う
に
、
境
界
線
を
設
定
し
た
。

　
日
本
国
政
府
は
、
内
閣
官
房
の
下
に
構
築
し
た
戦
略
的
枠
組
み
に
お
い
て
、
構
成
資
産
を
、
劣

化
や
開
発
の
悪
影
響
か
ら
守
る
た
め
、
管
理
の
仕
組
み
を
用
意
し
た
。
全
体
と
し
て
の
資
産
の
保

全
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、
中
に
は
継
続
的
利
用
、
も
し
く
は
、
長
期
間
放
置
さ
れ
た
後
、
別
の

用
途
で
活
用
を
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
物
理
的
影
響
が
及
ん
だ
遺
構
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
完
全

性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
部
分
的
に
保
全
さ
れ
て
い
る
も
の
ま
で
、
多
種
多
様
で
あ
る
。

但
し
後
者
の
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
遺
産
群
全
体
の
完
全
性
を
顕
す
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い

る
遺
構
が
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
遺
さ
れ
て
い
る
。
考
古
学
的
資
産
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
十
分
な

発
掘
調
査
の
結
果
、
将
来
の
研
究
や
展
示
の
た
め
に
必
要
な
遺
構
の
大
半
が
、
良
好
な
状
態
で
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Q�
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な
ぜ
那
珂
湊
反
射
炉
（
茨
城
県
）
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

　
A　
那
珂
湊
反
射
炉
は
水
戸
藩
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
反
射
炉
で
、
南
部
藩
士
の
大お

お
島し

ま
高た

か
任と

う
ら
を

建
設
技
術
者
と
し
て
採
用
す
る
な
ど
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
も
合
致

す
る
点
が
見
ら
れ
る
資
産
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
六
四
年
に
発
生
し
た
藩
内
抗
争
（
元
治
甲

子
の
乱
）
の
際
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
復
元
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
真
実
性
」
が
担
保
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さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
構
成
資
産
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q�
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な
ぜ
三
川
坑
（
福
岡
県
）
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

　
A　
三
川
坑
は
三
池
炭
鉱
の
坑
口
の
一
つ
で
、
一
九
四
〇
年
に
開
坑
し
、
三
池
炭
鉱
の
主
力
坑
と

し
て
戦
時
下
や
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
一
九
四
九
年
に
は
昭
和
天
皇

が
入
坑
さ
れ
た
ほ
か
、
一
九
六
三
年
に
発
生
し
て
死
者
四
五
八
人
を
出
し
た
戦
後
最
悪
の
炭
鉱
事
故

と
も
言
わ
れ
る
「
三
井
三
池
三
川
炭
鉱
炭
塵
爆
発
」
の
現
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
三
川
坑
は
三
池
炭
鉱
の
歴
史
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
場
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
「
幕
末
か
ら
明
治
に
お
け
る
産
業
日
本
の
勃
興
」
で
あ
る
た

め
、
一
九
四
〇
年
に
開
坑
さ
れ
た
三
川
坑
は
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
合
致
せ
ず
、
構
成
資
産
に
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
三
川
坑
は
公
開
・
活
用
の
た
め
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
三
池
炭

鉱
専
用
鉄
道
電
気
機
関
車
（
通
称
「
炭
鉱
電
車
」）
の
展
示
と
と
も
に
、
毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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な
ぜ
筑
豊
炭
鉱
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

　
A　
筑
豊
に
は
田
川
の
「
旧
三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
」
の
よ
う
な
産
業
遺
産
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
島
、
三
池
に
続
き
筑
豊
は
日
本
の
急
速
な
産
業
化
を
支
え
ま
し
た
。
八
幡
の
コ
ー
ク

ス
原
料
を
生
産
し
て
い
た
た
め
、
北
九
州
工
業
地
帯
と
一
体
と
し
て
近
代
化
に
貢
献
を
し
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
お
い
て
も
、
関
連
資
産
と
し
て
は
筑
豊
の
資
産
が

入
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
世
界
遺

産
登
録
に
は
「
完
全
性
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
石
炭
産
業
の
様
子
を
「
完
全
に
」
証
明
す
る
た
め
に
は
、
採
炭
設
備
だ
け
で
な
く
、
生
産

か
ら
物
流
ま
で
を
含
め
た
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
世
界
遺
産
の
構
成
資

産
と
な
っ
た
三
池
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
採
炭
設
備
で
あ
る
坑
口
（
宮
原
坑
・
万
田
坑
）
だ
け
で
な

く
、
港
ま
で
石
炭
を
輸
送
（
人
員
輸
送
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
が
）
す
る
鉄
道
網
（
三
池
炭
鉱
専
用
鉄

道
敷
跡
）、
運
ば
れ
た
石
炭
を
輸
出
す
る
港
（
三
角
西
港
・
三
池
港
）
と
い
っ
た
、
石
炭
産
業
全
体

の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
資
産
が
、
良
好
な
状
態
で
遺
っ
て
い
ま
し
た
。

　
筑
豊
全
体
の
石
炭
産
業
を
十
分
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、
三
池
エ
リ
ア
と
同
様
に
採
炭
施
設
だ
け

で
は
な
く
、
産
業
物
流
関
連
施
設
な
ど
も
含
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
直の

お
方が

た
の
操
車
場

や
若
松
の
港
な
ど
、
石
炭
物
流
の
シ
ス
テ
ム
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
残
っ
て
お
ら
ず
完
全
性
を
満
た
す
こ
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と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
残
念
な
が
ら
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、
良
好
な
状
態
で
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
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な
ぜ
東
田
第
一
高
炉
（
福
岡
県
）
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

　
A　
一
九
〇
一
年
に
操
業
開
始
し
た
、「
官
営
八
幡
製
鐵
所
」
は
、
現
存
す
る
「
旧
本
事
務
所
」、

「
修
繕
工
場
」、「
旧
鍛
冶
工
場
」（
以
上
、
福
岡
県
北
九
州
市
）、「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」（
福

岡
県
中
間
市
）
の
計
四
資
産
が
構
成
資
産
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
製
鐵
所
の
シ
ン
ボ
ル
の

よ
う
な
存
在
で
も
あ
る
「
東
田
第
一
高
炉
」
は
、
構
成
資
産
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
上
に
は
「
一
九
〇
一
」
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
遺
っ
て
い
る
「
東
田
第

一
高
炉
」
は
第
一
〇
次
改
修
高
炉
で
、
操
業
し
た
時
代
も
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
の
た

め
、
明
治
期
当
時
の
も
の
で
は
な
く
、
炉
心
も
撤
去
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
い
わ
ば
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
も
の
が
明
治
期
の
も
の
で
は
な
く
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
な
建
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
真
実
性
も
担
保
で
き
な
い
た
め
、
構
成
資
産
に
は
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。
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な
ぜ
出
島
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

　
A　
出
島
は
、
幕
末
に
西
洋
と
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
西
洋
か
ら
の
様
々
な
情
報
が

入
っ
て
く
る
貴
重
な
場
所
で
し
た
。
幕
末
、
日
本
の
西
洋
の
玄
関
口
と
し
て
、「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
も
東
西
文
化
の
交
流
拠
点
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、

世
界
遺
産
登
録
に
お
け
る
査
定
の
際
、
海
外
の
専
門
家
委
員
複
数
名
よ
り
、
復
元
さ
れ
た
部
分
が
多

く
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
少
な
い
た
め
真
実
性
が
担
保
さ
れ
な
い
と
評
価
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
基
準
を
満
た

せ
ず
構
成
資
産
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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な
ぜ
釜
石
の
大
橋
は
構
成
資
産
で
は
な
い
の
で
す
か

　
A　
岩
手
県
釜
石
市
大
橋
に
あ
る
釜
石
鉱
山
は
、
盛
岡
藩
士
大
島
高
任
が
橋
野
高
炉
よ
り
も
一
足

早
く
、
日
本
初
の
高
炉
を
使
っ
た
出
銑
に
成
功
し
た
場
所
で
す
。
現
在
は
日
鉄
鉱
業
の
「
旧
釜
石
鉱

山
事
務
所
」
が
展
示
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
て
、
操
業
当
時
の
様
子
を
彷
彿
と

さ
せ
る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
素
晴
ら
し
い
施
設
で
す
が
、
当
時
の
産
業
設
備
で
あ
る
高

炉
な
ど
は
遺
っ
て
お
ら
ず
、
現
存
し
て
い
る
も
の
が
創
業
当
時
の
様
子
で
完
全
な
形
で
は
遺
っ
て
い

な
い
た
め
、
大
橋
は
構
成
資
産
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
は
橋
野
鉄
鉱
山
が
日
本
の
近
代
製
鉄
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発
祥
の
地
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
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世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か

　
A　
ま
ず
は
国
内
で
「
暫
定
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
暫
定
リ
ス
ト
と
は
、

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
国
内
の
資
産
を
ま
と
め
た
リ
ス
ト
の
こ
と
で
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

に
は
、
ま
ず
は
暫
定
リ
ス
ト
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
、
そ
の
中
か
ら
条
件
の

整
っ
た
も
の
を
国
が
推
薦
す
る
、
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
に
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
八
県
十
一
市
に
ま
た
が
る
大
型
の
シ
リ
ア
ル
で

も
あ
り
、
民
間
企
業
が
自
社
で
所
有
す
る
現
役
産
業
設
備
が
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
文
化
財

の
保
全
に
向
け
て
、
規
制
改
革
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
経
て
、
内
閣
官
房
の
中
に
、
産
業
遺
産
の
世

界
遺
産
登
録
推
進
室
が
で
き
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
支
援
す
る
体
制
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）
に
、
暫
定
リ
ス
ト
の
中
か
ら
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が

ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
イ
コ
モ
ス
（
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
、
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）」
に
よ
る
現
地
視
察
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ

コ
モ
ス
か
ら
は
、
当
時
の
名
称
で
あ
っ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
九
州
・
山
口
と
関
連
地

域
」
か
ら
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
へ
の
名
称
変
更

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
二
十
三
の
構
成
資
産
全
て
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
記
載
が
適
当
と

の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
審
査
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
七
月
に
開
催

さ
れ
た
世
界
遺
産
委
員
会
で
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。
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イ
コ
モ
ス
と
は
ど
ん
な
組
織
な
の
で
す
か

　
A　
文
化
遺
産
保
護
に
関
わ
る
国
際
的
な
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮

問
機
関
と
し
て
、
各
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
資
産
の
審
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
行
い
ま
す
。
世
界

遺
産
委
員
会
に
勧
告
（
登
録
、
情
報
照
会
、
登
録
延
期
、
不
登
録
）
さ
れ
た
結
果
は
、
原
則
と
し
て

世
界
遺
産
委
員
会
で
の
決
定
と
つ
な
が
る
た
め
、
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地
視
察
は
世
界
遺
産
登
録
に

お
い
て
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
国
で
国
内
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
て
、
文
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化
遺
産
保
存
分
野
の
第
一
線
の
専
門
家
や
専
門
団
体
が
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
と
必
ず
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
ま
す
か

　
A　
世
界
遺
産
登
録
の
た
め
に
は
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
必
ず
し
も

暫
定
リ
ス
ト
入
り
が
世
界
遺
産
登
録
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
暫
定
リ
ス
ト
の

中
か
ら
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推
薦
で
き
る
文
化
遺
産
は
、
一
国
に
つ
き
年
一
件
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
場
合
、
そ
の
年
に
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
は

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」（
長
崎
県
・
熊
本
県
、
二
〇
〇
七
年
、
名
称
は
当
時
の
も
の
）

を
推
薦
し
、
内
閣
官
房
の
「
稼
働
資
産
を
含
む
産
業
遺
産
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
は
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
を
推
薦
し
、
競
合
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
が
政
府
推
薦
と
な
り
、
イ
コ
モ
ス
の
審
査
を
経
て
、
第
三
十
九
回
世
界
遺
産
委
員
会
に

お
い
て
世
界
遺
産
登
録
を
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト

教
関
連
遺
産
」
は
翌
年
に
挑
戦
を
し
、
イ
コ
モ
ス
の
指
導
で
タ
イ
ト
ル
を
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
と
変
更
し
、
二
〇
一
七
年
に
再
び
イ
コ
モ
ス
審
査
を
迎
え
、
二
〇
一
八

年
登
録
の
予
定
で
す
。

　
【
日
本
に
お
け
る
暫
定
リ
ス
ト
掲
載
資
産
】

　
文
化
遺
産

　
①
古
都
鎌
倉
の
寺
院
・
神
社
ほ
か
（
神
奈
川
県
、
一
九
九
二
年
）

　
②
彦
根
城
（
滋
賀
県
、
一
九
九
二
年
）

　
③
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
（
奈
良
県
、
二
〇
〇
七
年
）

　
④
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
（
長
崎
県
・
熊
本
県
、
二
〇
〇
七
年
）

　
⑤�

北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
（
北
海
道
・
青
森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
、
二
〇
〇
九

年
）

　
⑥
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
（
新
潟
県
、
二
〇
一
〇
年
）

　
⑦
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
（
大
阪
府
、
二
〇
一
〇
年
）

　
⑧�

平
泉
―
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
―
（
拡
張
）（
岩
手

県
、
二
〇
一
二
年
）

　
自
然
遺
産

　
①
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西い

り
表お

も
島て

じ
ま（

鹿
児
島
県
・
沖
縄
県
、
二
〇
一
六
年
）
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「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
各
事
項
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な
ぜ
幕
末
や
そ
れ
以
前
の
遺
産
が
入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
本
遺
産
群
は
、
年
代
を
一
八
五
〇
年
代
か
ら
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
登
録
の
過
程
で
、「
な

ぜ
幕
末
が
入
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
か
ら
幕
末
の
産
業
化
の
揺よ

う

籃ら
ん

期
を
外
せ
ば
、
こ
の
遺
産
群
の
世

界
遺
産
価
値
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
産
業
化
の
萌
芽
は
、
二
世
紀
余
の
長
き
に
わ
た
る

徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
お
け
る
大
船
建
造
の
禁
の
中
で
、
西
洋
科
学
の
情
報
が
乏
し
か
っ
た
時
代

に
発
し
ま
す
。
諸
藩
の
志
士
た
ち
は
、
ア
ヘ
ン
戦（
※
）争を

契
機
に
海
防
の
危
機
感
か
ら
、
蘭
書
片
手
に

西
洋
の
科
学
技
術
に
挑
み
ま
し
た
。
幕
末
の
試
行
錯
誤
の
挑
戦
は
本
遺
産
群
に
お
い
て
、
い
わ
ば

「
揺
籃
の
時
代
（
試
行
錯
誤
の
時
代
）」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
萩
で
は
、
幕
末
以
前
の
遺
産
が
入
っ
て
い
ま
す
。
萩
の
城
下
町
は
、
産
業
化
前
夜
、
す
な

わ
ち
産
業
革
命
の
萌
芽
が
発
せ
ら
れ
る
前
の
、
徳
川
時
代
の
封
建
社
会
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
す
。

　
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
い
か
に
西
洋
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
極
東
の
島
国
が
、
国
を
開
き
、
西
洋
の

技
術
を
導
入
し
、
社
会
改
革
を
成
し
遂
げ
、
工
業
立
国
の
土
台
を
構
築
し
た
か
と
い
う
産
業
化
の
道

程
を
証
言
す
る
遺
産
群
で
も
あ
り
ま
す
。
開
国
の
志
、
生
き
た
器
械
に
な
る
と
ロ
ン
ド
ン
に
旅
立
っ

た
伊
藤
博
文
他
の
人
々
の
よ
う
な
産
業
国
家
へ
の
志
を
育
ん
だ
松
下
村
塾
は
、
構
成
資
産
と
し
て
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

※
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
―
一
八
四
二
年
）　―
　

清
国
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
ア
ヘ
ン
貿
易
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
契
機

と
し
て
勃
発
し
た
戦
争
。
一
八
四
二
年
八
月
二
十
九
日
、
清
国
と
イ
ギ
リ
ス
は
南
京
条
約
を
調
印
し
、
清
国
の
敗
北
と
い
う
形

で
終
結
し
た
。
清
国
の
敗
北
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
清
の
商
人
を
通
じ
て
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
東
洋
に
お
け
る
大
国
で
あ
る
清
国

が
敗
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
大
変
な
驚
き
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
。
ま
た
、
清
国
が
敗
れ
た
こ
と
で
西
洋
列
強
の
脅
威
が
高
ま

り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
海
防
の
危
機
感
が
高
ま
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
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な
ぜ
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
期
間
は
一
九
一
〇
年
ま
で
な
の
で
す
か

　
A　
一
九
一
〇
年
に
期
間
が
区
切
ら
れ
た
の
は
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に
産
業
国
と
し
て
世
界
に
認

知
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
議
論
が
集
約
し
て
い
る
か
ら
で
す
（
日
韓
併
合
な
ど
の
政
治
史
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）。
構
成
資
産
を
絞
り
込
む
過
程
の
中
で
、
六
か
国
か
ら
集
ま
る
産
業
遺
産
の
専

門
家
が
、
全
国
の
三
百
近
い
遺
産
を
現
地
調
査
で
精
査
し
ま
し
た
。
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そ
の
中
で
、「
ど
の
時
点
で
産
業
革
命
の
波
が
東
洋
の
一
国
に
伝
播
を
し
、
成
就
さ
れ
た
と
み
な

し
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
委
員
た
ち
が
結
論
と
し
て
選
ん
だ
の
が
一
九
一
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
日
英
博

覧
会
で
す
。
こ
の
博
覧
会
で
は
、
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
出
展
し
、
全
て
の
部
材
を
、M

ade in 
Yaw

ata

で
生
産
で
き
る
よ
う
に
カ
タ
ロ
グ
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
日
本
は

産
業
国
家
と
し
て
世
界
に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
産
業
革
命
が
、
東
洋
に
伝
播
し
た
こ
と
が

世
界
に
認
知
さ
れ
た
瞬
間
で
す
。
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時
代
は
ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
ま
す
か

　
A　
一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
は
大
き
く
三
つ
の
時
代
に
分
か
れ
ま
す
。

　
①
試
行
錯
誤
の
挑
戦
―
欧
米
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
、
幕
府
や
藩
が
西
洋
の
書
物
の
情
報
を
取

り
入
れ
難
破
船
を
模
し
た
り
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
で
西
洋
の
科
学
技
術
に
挑
む
。

　
②
西
洋
の
科
学
技
術
の
導
入
―
開
港
と
と
も
に
、
外
国
人
技
術
者
や
起
業
家
が
日
本
を
訪
れ
、

西
洋
の
科
学
技
術
の
直
接
導
入
が
始
ま
る
。

　
③
産
業
基
盤
の
確
立
―
国
内
で
人
材
が
育
成
さ
れ
、
西
洋
技
術
の
積
極
的
な
導
入
と
応
用
実
践

を
経
て
、
国
内
需
要
に
適
合
し
た
改
良
を
加
え
、
産
業
が
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、
工
業
立
国
の
土
台
が

で
き
る
。
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各
構
成
資
産
の
範
囲
は
何
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
す
か

図 1　資産範囲と緩衝地帯の例
　
A　
各
構
成
資
産
の
範
囲
は
、「
資
産
範
囲
」
と
「
緩
衝
地
帯
」
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
資
産
範
囲
は
、
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
際

に
設
定
す
る
資
産
の
範
囲
の
こ
と
で
、
世
界
遺
産
価
値
に
貢
献
す
る
全
て

の
要
素
が
、
資
産
範
囲
に
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
緩
衝
地
帯
は
、
資
産
の
効
果
的
な
保
護
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
資
産

範
囲
を
取
り
囲
む
地
域
の
こ
と
で
、
資
産
に
隣
接
す
る
周
辺
環
境
や
重
要

な
景
観
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
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反
射
炉
は
佐
賀
で
初
め
て
つ
く
ら
れ
た
の
に
、
な
ぜ
佐
賀
に
反

射
炉
の
構
成
資
産
が
な
い
の
で
す
か

　
A　
佐
賀
藩
で
は
、
鍋な

べ
島し

ま
直な

お
正ま

さ
の
命
に
よ
っ
て
、
日
本
初
の
西
洋
式
反
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射
炉
で
あ
る
「
築つ

い
地じ

反
射
炉
」
の
建
造
に
取
り
組
み
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
幕
府
か
ら
依
頼
さ
れ

た
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
に
応
え
る
た
め
の
「
多た

布ふ

施せ

反
射
炉
」
の
建
造
や
、
最
先
端
科
学
の
研
究
施
設

で
あ
る
「
精せ

い
錬れ

ん
方か

た
」
の
設
置
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
賀
で
初
め
て
反
射
炉
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
の
歴
史
的
意
義
や
、
近
代
化
の
取
り
組
み
に
お
け
る

先
駆
け
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
調
査
の
途
上
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
基
準
を
満
た
す
だ

け
の
物
的
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
構
成
資
産
に
組
み
込
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
賀
で
始
ま
っ
た
試
行
錯
誤
の
挑
戦
は
、
日
本
全
国
で
開
花
を
し
、

明
治
日
本
の
産
業
革
命
に
貢
献
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
歴
史
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
有
し
て

い
ま
す
。
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韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産
エ
リ
ア
に
川
が
入
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か

　
A　
韮に

ら
山や

ま
反
射
炉
の
世
界
遺
産
エ
リ
ア
に
は
、
反
射
炉
と
隣
接
し
て
流
れ
る
「
韮に

ら
山や

ま
古ふ

る
川か

わ
」
と
い

う
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
一
見
す
る
と
、
河
川
が
入
っ
て
い
る
の
は
不
思
議
に
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
「
韮
山
古
川
」
は
韮
山
反
射
炉
に
お
い
て
大
砲
鋳
造
を
行
う
た
め
の
工
程
に
不
可
欠
な

要
素
で
し
た
。
大
砲
を
鋳
造
す
る
に
当
た
り
、
砲
身
を
く
り
ぬ
く
作
業
が
必
要
で
し
た
が
、
そ
の
た

め
の
動
力
と
し
て
、「
水
力
」
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
産
業
遺
産
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
基
準
の
完
全
性
（Integrity

）
を
満
た
す
た
め
に
は
、
産
業
の
シ

ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
生
産
工
程
が
世
界
遺
産
の
資
産
範
囲
（
Ｗ
Ｈ
Ｐ
）
に
包
含
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
産
業
は
動
力
を
抜
き
に
は
説
明
で
き
ず
、
そ
の
産
業
工
程
全
体
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
萩
の
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
釜
石
の
橋
野
鉄
鉱
山
、
鹿
児
島
の
旧
集
成
館
に
お
い
て
も
、

川
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、「
韮
山
古
川
」
は
大
砲
鋳
造
の
機
能
の
一
部
と
し
て
、
操
業
当
時
の
様

子
を
示
す
古
絵
図
に
お
い
て
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
、
川
の
流
れ
が
反
射
炉
が
稼
働
し
て
い

た
当
時
と
現
在
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
当
時
の
正
確
な
川
の
流
域
が
確
定
で
き
な
く
て

も
、
世
界
遺
産
の
資
産
範
囲
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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構
成
資
産
に
は
な
ぜ
灯
台
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

　
A　
当
初
は
下
関
市
の
六む

連つ
れ
島じ

ま
灯
台
や
角つ

の
島し

ま
灯
台
を
構
成
資
産
に
入
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

ま
し
た
。
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日
本
は
島
国
で
す
か
ら
、
海
か
ら
近
代
化
が
始
ま
り
、
ま
ず
は
遠
洋
に
航
海
を
す
る
船
が
安
全
な

航
海
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
港
や
灯
台
な
ど
の
海
運
イ
ン
フ
ラ
設
備
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
灯
台
は
日
本
の
文
明
開
化
の
光
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
断
片
的
に

灯
台
を
入
れ
る
こ
と
が
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
全
体
の
遺
産
群
を
強
く
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
問
わ
れ
た
際
に
、
生
産
設
備
を
中
心
に
「
産
業
日
本
の
勃
興
」
に
絞
る
こ
と
が
ス
ト
ー

リ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
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構
成
資
産
に
は
な
ぜ
砲
台
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

　
A　
例
え
ば
東
京
湾
の
台
場
の
砲
台
、
長
崎
の
四
郎
ヶ
島
砲
台
、
鹿
児
島
の
祇ぎ

園お
ん
之の

洲す

砲
台
他
、

砲
台
を
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に
入
れ
る
検
討
は
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
途

中
で
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
産
業
日
本
の
勃
興
」
に
絞
る
中
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が

拡
散
し
な
い
よ
う
、
幕
末
の
海
防
の
危
機
感
を
代
弁
す
る
砲
台
群
は
外
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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構
成
資
産
に
は
な
ぜ
海
軍
工
廠
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か

　
A　
日
本
海
軍
こ
そ
が
日
本
が
近
代
化
の
礎
を
築
き
、
日
本
が
工
業
立
国
と
な
る
技
術
力
を
牽
引

し
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
横
須
賀
、
佐
世
保
、
呉
な
ど
の
海
軍
工
廠
、
陸
軍
の
砲
兵
工
場
な

ど
は
、
入
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
で
は
、
全
て
の
海
軍
工
廠
と
幕

末
を
つ
な
ぐ
と
い
う
遺
産
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
と
に

「
産
業
日
本
の
勃
興
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
テ
ー
マ
を
補
強
す
る
資
産
に
絞
ら
れ
、
構

成
資
産
か
ら
は
外
れ
ま
し
た
。
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大
金
剛
丸
は
世
界
遺
産
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か

　
A　
大
金
剛
丸
は
、
三
池
港
閘
門
手
前
に
一
九
〇
五
年
に
設
置
さ
れ
た
「
ク
レ
ー
ン
船
」（
最
大

吊
り
上
げ
能
力
は
一
五
ト
ン
）
で
、
石
炭
を
動
力
と
し
ま
す
。
当
時
の
設
備
が
稼
働
す
る
状
態
で
遺

る
の
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
物
語
る
上
で
も

貴
重
な
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
金
剛
丸
は
「
船
」
で
あ
り
、「
動
産
」
で
す
。
大
金
剛
丸

は
歴
史
的
な
価
値
が
あ
り
ま
す
が
、「
不
動
産
」
で
な
い
と
世
界
遺
産
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
世
界
遺
産
条
約
に
お
い
て
は
、「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
の
第
四
八
項
に

「
現
在
不
動
産
の
遺
産
で
あ
っ
て
も
、
将
来
動
産
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
登
録
推
薦
は
検
討

対
象
と
し
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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つ
ま
り
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
る
た
め
に
は
、
明
確
に
「
不
動
産
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
寺
院
が
世
界
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
安

置
さ
れ
て
い
る
仏
像
が
登
録
対
象
に
な
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
い
の
も
、
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の

で
す
。
大
金
剛
丸
に
お
い
て
も
同
様
で
、
船
で
あ
る
以
上
「
不
動
産
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、

構
成
資
産
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q�
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萩
の
城
下
町
は
な
ぜ
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
な
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
萩
の
城
下
町
の
「
町
割
り
」
に
は
、
幕
末
の
封
建
社
会
の
社
会
構
造
が
良
好
な
状
態
で
遺
っ

て
い
て
、
世
界
遺
産
価
値
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
城
下
町
の
建
物
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
上

物
」
は
復
元
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
真
実
性
に
お
い
て
基
準
を
満
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q�
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萩
城
に
は
天
守
閣
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
守
閣
は
再
建
し
な
く
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
萩
（
長
州
）
藩
の
プ
ラ
イ
ド
と
し
て
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）

に
天
守
閣
を
壊
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
新
た
な
明
治
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
た
こ
と

を
顕
し
て
い
ま
す
。
毛
利
の
居
城
を
壊
し
た
と
い
う
こ
と
も
歴
史
の
一
部
と
し
て
保
全
す
る
こ
と
を

世
界
遺
産
の
専
門
家
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

稼
働
資
産
の
保
全

Q�
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現
在
も
稼
働
し
て
い
る
資
産
が
入
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
に
は
、「
稼
働
資
産
」
が
あ
り
ま
す
。「
稼
働

資
産
は
、
文
字
通
り
、
現
在
も
現
役
で
稼
働
し
て
い
る
産
業
設
備
な
ど
で
す
。
例
え
ば
、
三
菱
重
工

業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
（
長
崎
県
）
や
八
幡
製
鐵
所
（
福
岡
県
）
な
ど
、
民
間
企
業
が
所
有
し
て

い
る
産
業
設
備
や
、
三
池
港
（
福
岡
県
）
の
よ
う
に
現
役
の
産
業
港
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
民
間
企
業
が
所
有
す
る
、
工
場
群
の
一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
文
化
庁
で
は
な
く
、
内
閣
官
房
で
産
業
と
親
和
性
の
高
い
所
管
の
省
庁
が
ヘ
リ
テ
ー
ジ

価
値
を
理
解
し
て
、
世
界
遺
産
の
保
全
に
参
画
を
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
作
成
し
ま
し
た
。
稼
働
資

産
を
所
有
す
る
産
業
関
係
者
が
産
業
活
動
を
継
続
し
つ
つ
も
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
価
値
を
理
解
し
、
世
界

遺
産
に
参
画
す
る
こ
と
は
「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
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（
作
業
指
針
の
関
連
項
目
に
つ
い
て
は
八
七
ペ
ー
ジ
の
資
料
4
を
参
照
）。

　
三
池
港
の
港
湾
計
画
に
も
新
た
に
世
界
遺
産
価
値
の
保
全
が
書
き
込
ま
れ
、
港
湾
管
理
者
自
ら
世

界
遺
産
価
値
を
理
解
し
、
価
値
に
貢
献
す
る
要
素
を
適
切
に
守
り
、
最
適
な
法
体
系
に
よ
っ
て
保
全

を
し
て
い
ま
す
。
産
業
活
動
と
世
界
遺
産
価
値
の
保
全
を
両
立
す
る
た
め
に
、
関
係
者
が
管
理
保
全

計
画
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
に
参
画
し
、
実
行
可
能
な
管
理
保
全
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
示
し
ま
し
た
。
民
間
企
業

や
産
業
関
係
者
が
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
保
全
に
参
加
す
る
内
閣
官
房
の
戦
略
的
枠
組
み
は
、
イ
コ
モ
ス
の

関
係
者
や
産
業
遺
産
の
専
門
家
な
ど
の
世
界
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
関
係
者
か
ら
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
【「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
お
け
る
稼
働
資
産
】

官
営
八
幡
製
鐵
所
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
（
福
岡
県
中
間
市
）

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
（
長
崎
県
長
崎
市
）

三
池
港
（
福
岡
県
大
牟
田
市
）

橋
野
鉄
鉱
山
（
岩
手
県
釜
石
市
）

Q�
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資
産
の
保
全
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
で
す
か

　
A　
内
閣
官
房
の
「
戦
略
的
枠
組
み
」

（
六
四
―
六
九
ペ
ー
ジ
）
の
下
、
産
業
を
所
管
す

る
全
て
の
官
庁
が
世
界
遺
産
価
値
の
保
全
に

参
画
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
資
産
の
価
値
の
保
全
に
実
行
可
能
な
最
適

な
法
律
を
適
用
し
、
保
全
管
理
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Q�
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「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
稼
働
中
の
産
業
遺
産
に
係
る
税
負
担
軽
減

措
置
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　
A　
稼
働
中
の
産
業
遺
産
の
保
全
手
法
に

構成資産名 保護措置状況

橋野鉄鉱山

文化財保護法
景観法
橋野鉄鉱山郷土の森保護協定
河川法

三菱重工業株式会社長崎造船所
景観法
港湾法　第三船渠、旧木型場

　ジャイアント・カンチレバークレーン、占勝閣

三池港

港湾法
公有水面埋立法
道路法
景観法

八幡製鐵所 景観法
　旧本事務所・修繕工場・旧鍛冶工場 港湾法
八幡製鐵所 景観法　遠賀川水源地ポンプ室

表 3　稼働資産の保護措置状況
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つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）
五
月
二
十
五
日
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
、「
個
別
の
資

産
の
状
況
に
応
じ
て
、
最
も
適
当
な
法
律
に
基
づ
く
手
法
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
条
例
、
国
・
地

方
公
共
団
体
と
所
有
者
と
の
間
の
協
定
等
の
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
景
観
法
等
に
よ
る

保
全
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
に
対
す
る
税
負
担
軽
減
措
置
に

関
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
年
度
）
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、「（
備
考
）
景
観
法
の
規

定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
景
観
重
要
建
造
物
の
う
ち
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
一
定
の
固
定
資
産
に

係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
を
価
格
の
三
分
の
一
と
す
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
と
し
、
対
象
と
な
る
資
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
に
、
法
制
上
の
措
置
を
講
ず

る
」
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
七
月
、
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
九
回
世
界
遺
産
委
員
会
に

お
い
て
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
該
の
平
成

二
十
六
年
度
税
制
改
正
大
綱
の
規
定
の
通
り
、
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
う
ち
、
稼
働
中
の
産
業
遺
産
は
、
稼
働
を
継
続
し
、
機
能
を

保
全
す
る
こ
と
が
遺
産
と
し
て
の
意
義
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
、
世
界
遺
産
登
録
に
際
し
て
も

遺
産
の
確
実
な
保
全
管
理
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
所
有
者

で
あ
る
企
業
等
は
一
定
の
経
営
上
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
企
業
の
負
担

を
軽
減
し
、
遺
産
価
値
の
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
た
に
税
制

上
の
特
例
措
置
（
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
稼
働
中
の
産
業
遺
産
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
）

が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
非
稼
働
の
産
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
重
要
文
化
財
や
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
家

屋
お
よ
び
そ
の
敷
地
に
係
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

Q�
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デ
ジ
タ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
で
す
か

　
A　
デ
ジ
タ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
デ
ジ
タ
ル
文
書
化
」
の
こ
と
で
す
。
世
界

に
は
大
切
な
資
産
が
点
在
し
ま
す
が
、
自
然
・
人
的
な
要
因
で
、
現
状
の
保
全
・
保
護
が
十
分
に
で

き
な
い
状
態
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
資
産
を
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
に
変
換
し
て
、

記
録
を
遺
す
試
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
で
は
、
現
在
も
な
お
稼
働
し
て
い
る
た
め
に
非
公
開
資
産
や
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
資
産
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
3
Ｄ
の
デ
ー
タ
測
量
な
ら
び
に
解
析
、
さ
ら
に
は
4
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Ｋ
高
解
像
度
映
像
に
よ
る
デ
ー
タ
撮
影
な
ど
高
度
な
技
術
を
科
学
的
な
手
法
を
選
択
し
、
情
報
発
信

に
よ
る
資
産
の
理
解
、
教
育
の
場
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。

　
3
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
測
量
と
解
析
は
、
戦
禍
の
中
で
文
化
財
の
破
壊
が
行
わ
れ
て
い
る
中
東
諸
国
に
お

い
て
、
文
化
遺
産
の
資
産
の
保
全
の
た
め
、
劣
化
状
況
を
把
握
し
、
現
時
点
で
の
正
確
な
デ
ー
タ
を

最
新
鋭
の
科
学
技
術
に
よ
り
測
量
・
解
析
を
し
、
未
来
の
文
化
遺
産
の
保
全
に
役
立
て
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
ア
メ
リ
カ
の
サ
イ
ア
ー
ク
（C

yA
rk

）
財
団
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
は
、
資
産
の
復
元
も
可
能
な
情
報
で
す
が
、
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー

プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
三
次
元
モ
デ
ル
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
各
種
の
最
新
技
術
で
世
界
遺
産
価
値
の
共
有
・
普
及
・
理
解
に
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
多
く
の
方
々
に
よ
り
良
く
文
化
財
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
手

法
（
プ
ロ
セ
ス
）
で
も
あ
り
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
や
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
と
の
連
動
に
よ
る
、

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
高
い
臨
場
感
を
も
っ
て
紹
介
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
や
、
日
本
の
4

Ｋ
技
術
を
駆
使
し
た
端
島
（
軍
艦
島
）
の
映
像
な
ど
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
（
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
な
ら

び
に
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
は
、
米
国
グ
ー
グ
ル
（G

oogle

）
社
の
登
録
商
標
で
す
）。

　
特
に
稼
動
資
産
で
あ
る
た
め
に
実
際
に
は
観
光
客
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
場
所
で
の
、
様
々
な
イ

ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
イ
デ
ア
は
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
世
界
遺
産
の
デ
ジ
タ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
、
様
々
な

最
新
技
術
が
紹
介
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
二
〇
一
五
年
十
月
に
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
（
パ
リ
）
で

「
デ
ジ
タ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
―
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
保
全
・
保
護
」

（D
igital D

ocum
entation: C

onservation w
ith Science and Technology

）
展
示
会

写真 11　パリのユネスコ本部で
の展示会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
・
ド
キ

ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（The Scottish 

Ten Project

）

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、
ス

コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
テ
ン
が
進
め
る
3
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

技
術
を
使
用
し
、
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
情
報
を
基
に
世
界
遺
産
の

復
元
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
。
日
本
の
資
産
と
し
て
は
、

長
崎
市
の
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
と
端
島
（
軍
艦
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島
）
を
例
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
の
資
産
で
あ
る
「
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
」
を
中
心
に
、「
小
菅
修
船
場
跡
」
と
「
第
三
船せ
ん

渠き
ょ

」
が
デ
ー
タ
測

量
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②
サ
イ
ア
ー
ク
5‌
0‌

0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ア
メ
リ
カ
の
非
営
利
団
体
が
全
世
界
で
展
開
を
す
る
「
危
機
に
瀕
す
る
遺
産
」
の
デ
ジ
タ
ル
・
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
。
日
本
の
事
例
と
し
て
は
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市
の

曽
木
第
二
水
力
発
電
所
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
が
測
量
さ
れ
、
自
然
の
影
響
で
劣
化
す
る
文
化
財

を
3
Ｄ
映
像
モ
デ
ル
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
③
4
Ｋ
映
像
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
日
本
に
お
け
る
次
世
代
放
送
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
開
発
さ
れ
た
超
高
精
細
技
術
と
し
て
開
発
さ

れ
、
映
画
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
様
々
な
映
像
技
術
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
4
Ｋ
高
解
像
度
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
り
収
録
・
編
集
さ
れ
た
、
端
島
（
軍
艦
島
）
の
現
在
と
過
去
を
捉
え
た
短
編
映
像
。

　
④
体
感
型
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
シ
ス
テ
ム

　
七
面
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
資
産
の
写

真
、
動
画
、
文
字
な
ど
多
彩
の
情
報
に
加
え
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
使
用
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、
ユ
ー
ザ
ー
が
双
方
向
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
二
十
三
資
産
を
紹
介
。

　
⑤
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
の
計
測
デ
ー
タ
か
ら
制
作
を
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
用
し
た
、
Ａ
Ｒ
技
術
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
3
Ｄ
モ
デ
ル
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
計
測
し
た
デ
ー

タ
が
、
保
全
・
保
護
の
み
な
ら
ず
、
教
育
、
観
光
な
ど
へ
の
応
用
展
開
の
可
能
性
を
提
案
。

　
⑥
ガ
ラ
ス
乾
板
の
復
元
（
新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
八
幡
製
鐵
所
所
蔵
）

　
劣
化
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
映
像
な
ど
が
記
録
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
を
、
高
性
能
ス
キ
ャ
ナ

ー
を
利
用
し
、
情
報
を
可
視
化
し
た
事
例
を
紹
介
。
レ
プ
リ
カ
や
ガ
ラ
ス
乾
板
か
ら
再
現
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
利
用
し
た
大
型
印
刷
物
（
二
・
五
ｍ
×
二
・
〇
ｍ
）
の
過
去
の
映
像
復
元
で
説
明
。

Q�
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イ
コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
共
同
原
則
と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
日
本
で
は
も
と
よ
り
、
世
界
で
初
め
て
保
全
の
哲
学

と
し
て
「
イ
コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
（IC

O
M
O
S

・TIC
C
IH

）
共
同
原
則
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
イ

コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
共
同
原
則
は
、
産
業
遺
産
保
全
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
（
テ



　　6263　　稼働資産の保全

ィ
キ
は
国
際
産
業
遺
産
保
存
委
員
会
の
略
称
）。

　
内
閣
官
房
の
有
識
者
会
議
の
委
員
で
あ
る
デ
ィ
ヌ
・
ブ
ン
バ
ル
氏
は
、
イ
コ
モ
ス
の
事
務
局
長
も

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
イ
コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
共
同
原
則
の
素
案
を
米
国
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ー
テ
ィ

ン
氏
（
テ
ィ
キ
会
長
）
と
共
同
で
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ブ
ン
バ
ル
氏
は
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
のPEO

PLE

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
以
下
の
通
り
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ン
バ
ル　
き
っ
か
け
は
、
私
が
イ
コ
モ
ス
の
事
務
局
長
だ
っ
た
二
〇
〇
三
年
に
ロ
シ
ア
で
開

催
さ
れ
た
テ
ィ
キ
の
会
議
に
招
か
れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
と
き
に
主
に
欧
州
、
カ
ナ
ダ
、
米
国

な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
テ
ィ
キ
の
専
門
家
た
ち
の
間
で
産
業
遺
産
の
保
存
に
関
す
る
新
し
い
原
則
を

作
る
こ
と
で
合
意
し
、
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
と
私
が
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

―
こ
の
「
共
同
原
則
」
が
正
式
に
採
択
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　
ブ
ン
バ
ル　
そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス
で
合
意
が
形
成
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
イ

コ
モ
ス
の
年
次
総
会
で
正
式
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
前
年
の
一
〇
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
で
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
関
係
者
の
間
で
は
「
ダ
ブ
リ
ン
原
則
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
共
同
原
則
」
と
は
産
業
遺
産
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の
指
針
で
す
。
産
業

遺
産
は
、
場
所
、
構
造
物
、
複
合
施
設
、
地
域
お
よ
び
景
観
と
、
工
業
生
産
プ
ロ
セ
ス
、
原
材
料
の

採
取
、
原
材
料
の
製
品
へ
の
加
工
、
関
連
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
、
過
去
も
し
く
は

現
在
進
行
中
の
証
拠
を
提
供
す
る
関
連
機
械
、
対
象
物
ま
た
は
文
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
産

業
遺
産
の
意
義
と
価
値
は
、
構
造
物
や
場
所
そ
の
も
の
、
素
材
や
材
質
、
構
成
要
素
、
機
械
や
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
に
内
在
し
ま
す
が
、
産
業
的
景
観
、
記
録
文
書
の
み
な
ら
ず
、
記
憶
、
芸
術
、
習
慣
の
中

に
無
形
の
記
録
に
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
産
業
遺
産
を
継
承
す
る
構
造
物
、
場
所
、
地

域
、
景
観
と
そ
の
価
値
を
文
書
化
し
理
解
す
る
こ
と
、
保
護
と
保
存
を
確
実
に
す
る
こ
と
、
保
全
・

維
持
す
る
こ
と
、
産
業
遺
産
の
側
面
と
価
値
を
紹
介
・
周
知
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
様
々
な
方

策
が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
①
産
業
の
構
造
物
、
場
所
、
地
域
、
景
観
、
関
連
機
械
、
設
備
、
記
録
や
無
形
要
素
を
調
査
し
記

録
す
る
。
②
産
業
遺
産
を
継
承
す
る
場
所
、
構
造
物
の
調
査
と
文
書
化
。
③
産
業
遺
産
の
重
要
性
を

理
解
す
る
た
め
に
国
・
地
域
と
世
界
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
産
業
史
な
ら
び
に
社
会
経
済
史
を
知
悉

す
る
。
④
保
護
・
保
全
の
た
め
に
適
切
な
政
策
、
法
的
・
行
政
措
置
が
採
択
さ
れ
、
適
正
に
実
施
さ

れ
る
。
⑤
構
造
物
、
場
所
、
地
域
、
景
観
、
そ
れ
ら
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
関
連
の
対
象
物
、
文
書
、
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図
面
と
記
録
類
、
あ
る
い
は
無
形
の
遺
産
の
総
合
目
録
と
一
覧
表
を
作
成
し
、
活
用
す
る
。
⑥
産
業

の
構
造
物
や
場
所
が
現
役
稼
働
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
継
続
利
用
、
機
能
保
全
が
生
き
て
い
る
施

設
と
し
て
物
理
的
・
経
済
的
に
維
持
さ
れ
る
た
め
の
適
切
な
条
件
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
⑦
機

能
の
保
全
・
完
全
性
が
産
業
遺
産
の
継
承
に
と
り
特
に
重
要
で
あ
る
た
め
に
、
保
護
措
置
は
建
物
と

そ
の
内
部
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
⑧
施
設
の
元
来
の
用
途
か
ら
新
し
い
用
途
に
変
更
す
る
と
き
に
は
、

主
要
な
材
料
、
構
成
要
素
、
循
環
と
活
動
の
パ
タ
ー
ン
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑨
構
成
要

素
の
変
更
は
文
書
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
解
体
や
移
転
は
経
済
・
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
客
観
的
に
立

証
さ
れ
た
、
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。
⑩
構
成
要
素
の
解
体
な
ど
は
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
に
残
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑪
産
業
遺
産
は
教
育
資
源
で
あ
り
、
複
層
の
次
元
で
伝
達
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑫
稼
働
す
る
産
業
遺
産
へ
の
訪
問
や
操
業
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
施
設
は
、
博
物
館
や
刊
行
物
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
よ
り
発
展
さ
れ
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
八
七
―
九
二
ペ
ー
ジ
の
資
料
5
に

「
共
同
原
則
」
全
文
を
収
録
）。

Q�
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戦
略
的
枠
組
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

　
A　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
新
た

な
開
発
等
か
ら
資
産
を
保
護
す
る
た
め
の
法
的
措
置
が
担
保
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
来
、

我
が
国
の
世
界
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
が
所
管
す
る
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
保
護
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
お
り
、
現
状
変
更
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
制
限
を
課
す
一
方
、
保
存
修
理
や
防
災
施
設

の
設
置
な
ど
に
対
し
て
補
助
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
は
、
現
在
も
稼
働
し
て
い
る
資
産
が
含
ま
れ
て
い

て
、
こ
の
よ
う
な
資
産
は
、
保
全
の
在
り
方
な
ど
で
従
来
の
文
化
庁
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
の
み
で

の
対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
景
観
法
や
港
湾
法
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
な
ど
他
省
庁
の
制
度
を

活
用
し
た
保
全
措
置
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
総
合
調
整
の
役
割
を
担
う
内
閣
官

房
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
の
整
備
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
稼
働
中
の
資
産
を
含
む
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
に
つ
い
て
、「
規

制
・
制
度
改
革
に
係
る
方
針
」（
二
〇
一
一
年
四
月
八
日
閣
議
決
定
）
等
を
踏
ま
え
、
稼
働
中
の
資
産
を

含
む
産
業
遺
産
に
関
し
て
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
保
全
方
策
以
外
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
五
日
に
は
「
稼
働
中
の
産
業
遺
産
又
は
こ
れ
を
含
む
産
業
遺
産
群
を
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
て
推
薦
す
る
場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
閣



◦民間企業等が保有する稼働遺産については、関係者の連携による保全が特
に重要であるため、地区（サイト）ごとに、当該資産に関連する省庁、地
方公共団体及び所有者等の資産の保全に関係する者により構成される地区
ごとの協議会を開催する。

◦協議会のメンバーの間で、地方公共団体レベルでの規制の運用、所有者の
取組を含めた保全の進め方等について議論し、文書で合意する。また、所
有者への支援策等保全をめぐる様々な課題についても検討するとともに、
資産の保全状況のモニタリングも実施。

稼働資産 非稼働資産

最も適切な法律に基づく手法＋
協議会の枠組みによる保全

文化財保護法の枠組みによる保全

内閣官房
（事務局）

関連規制
所管省庁
＊

関連規制
所管省庁
＊

関連規制
所管省庁
＊

関連産業
所管省庁
＊

関連産業
所管省庁
＊

関連産業
所管省庁
＊

地方公共
団体A＊

地方公共
団体B＊

地方公共
団体C＊

地方公共
団体C

地方公共
団体D

地方公共
団体E

民間企業
等

A地区 B地区 C地区 C地区 D地区 E地区

民間企業
等

民間企業
等

内閣官房
（事務局） 文化庁

内閣官房
（事務局）

所有者等 所有者等 所有者等

A地区稼働資産
保全協議会

B地区稼働資産
保全協議会

C地区稼働資産
保全協議会

図 2　地区ごとの協議会に関する図

＊関連規制所管省庁：当該地区における稼働中の資産の保全手法を所管する省庁
＊関連産業所管省庁：当該地区における稼働中の資産に係る産業を所管する省庁
＊地方公共団体は、保全手法、産業を所管する立場から、協議会に参加。
◦各地区の稼働資産保全協議会は、必要に応じ、有識者会議にアドバイスを求めることができる。
◦「九州・山口の近代化産業遺産群」の場合は、稼働遺産については、文化財保護法以外の手法
＋協議会の枠組みによる保全方策を活用することを原則とする。

稼働資産を含む産業遺産に関する有識者会議

稼働資産 非稼働資産

最も適切な法律に基づく手法＋
協議会の枠組みによる保全

文化財保護法の枠組みによる保全

内閣官房

関連規制
所管省庁
＊

関連規制
所管省庁
＊

関連規制
所管省庁
＊

関連産業
所管省庁
＊

関連産業
所管省庁
＊

関連産業
所管省庁
＊

地方公共
団体A

地方公共
団体B

地方公共
団体C

地方公共
団体C

地方公共
団体D

地方公共
団体E

民間企業
等

A地区 B地区 C地区 C地区
アドバイス

D地区 E地区

民間企業
等

民間企業
等

内閣官房 文化庁内閣官房

所有者等 所有者等 所有者等

保　全　委　員　会（事務局：内閣官房）

＊関連規制所管省庁：当該地区における稼働中の資産の保全手法を所管する省庁
＊関連産業所管省庁：当該地区における稼働中の資産に係る産業を所管する省庁
◦「九州・山口の近代化産業遺産群」の場合は、稼働遺産については、文化財保護法以外の手法
＋協議会の枠組みによる保全方策を活用することを原則とする。

◦各地区の保全に携わる関係省庁及び地方公共団体により構成される、保全
委員会を開催。
◦保全委員会においては、地区間の資産の保全状況の連絡調整等を行うほか、
所有者への支援策等保全をめぐる様々な課題のうち、全体の取組に関わる
ことについても検討するとともに、全体の保全状況に関するモニタリング
も実施。
◦保全委員会は、必要に応じて、稼働資産を含む産業遺産に関する有識者会
議に対して、保全方策等に関するアドバイスを求めることができる。

図 3　保全委員会に関する図
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閣議了解（推薦書正式版提出時）
政府による推薦の最終決定

世界遺産条約関係省庁連絡会議（事務局：外務省）
政府による推薦案の取りまとめ

稼働資産を含む産業遺産に関する有識者会議（事務局：内閣官房）
提出意見を踏まえ、推薦候補の選定

稼働資産を含む産業遺産に関する有識者会議（事務局：内閣官房）
関係審議会に意見の提出を依頼

地方公共団体等
推薦書暫定版の提出

●文化審議会
・稼働資産及び非稼働資産
の価値に係る意見
・稼働資産及び非稼働資産
の保全方策に係る意見

●資産に係る産業に関連
する審議会

・稼働資産の価値に係る意見
・稼働資産の保全方策に係る
意見

●資産の保全手法に関連
する審議会

・稼働資産の価値に係る意見
・稼働資産の保全方策に係る
意見

図 4　稼働中の産業遺産又はこれを含む産業遺産群の推薦等の
手続きに関する図

※暫定一覧表への登録手続きも同じ。（閣議了解は推薦書正式版提出時のみ）
※上記有識者会議には、海外専門家が参画。文化庁等の関係府省庁の協力を得て行う。
※閣議了解には、政府が保全委員会及び地区ごとの協議会等の枠組みを通じて、保全に取り組む
旨を盛り込む。
※資産に係る産業に関連する審議会及び資産の保全手法に関連する審議会からの意見の提出は、
当該審議会の担当省庁が適当と判断する方法で行うこととする。
　（推薦書暫定版の内容を報告したうえで、当該内容に対する委員からの意見を提出することを
含む。）
※仮に上記有識者会議による稼働中の資産を含む案件の推薦候補としての選定と文化審議会によ
る稼働中の資産を含まない案件（産業遺産以外のものを含む。）の推薦候補としての選定が同
時期に行われた場合、世界遺産条約関係省庁連絡会議による取りまとめの前に、必要に応じ、
関係する閣僚による会議を開催する等により、いずれかの案件を推薦候補とするかについての
調整を行うこととする。

（参考）用語の定義について
・「稼働中の産業遺産」遺産価値に係る産業の活動が継続中の資産と同一サイトに存する資産
・「サイト」生産活動、原料の抽出、原料の財への転換、関連する交通インフラ等のうちの特定
の分野に関し、機能の補完関係等が存していたことがあり、産業遺産価値を一体的に構成する
資産群。

議
決
定
に
は
、
稼
働
中
の
産
業
遺
産
の
保
全
に
つ
い
て
、
遺
産
価
値
の
適
切
な
保
全
と
経
営
に
与
え

る
制
約
の
最
小
化
と
の
両
立
を
図
る
た
め
の
最
も
適
当
な
法
律
に
基
づ
く
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
、

稼
働
中
の
産
業
遺
産
に
関
連
す
る
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
所
有
者
等
の
資
産
の
保
全
に
携
わ

る
者
で
構
成
さ
れ
る
地
区
ご
と
の
協
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
各
地
区
の
保
全
に
携
わ
る
関
係
省
庁

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
保
全
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
各
構
成
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
最
も
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
規
制

的
・
保
護
的
手
法
が
選
択
さ
れ
、
個
々
の
構
成
資
産
の
管
理
保
全
の
進
め
方
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
管

理
保
全
計
画
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
が
策
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
保
全
委
員
会
や
地
区
別
保
全
協
議
会
と
い
っ

た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
保
全
手
法
、
計
画
体
系
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
「
管
理
保
全
の
一
般
方
針
及
び
戦
略
的
枠
組
み
」（
通
称
「
戦
略

的
枠
組
み
」）
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
推
薦
書
と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
（
図
2
―
4
参
照
）。
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内
閣
官
房
に
「
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
は
、
現
在
も
稼
働
し
て
い
る
構
成
資
産
が
含
ま
れ
て
い

て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
資
産
は
、
保
全
の
在
り
方
な
ど
で
従
来
の
文
化
庁
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
の

み
で
の
対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
景
観
法
や
港
湾
法
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
な
ど
他
省
庁
の
制

度
を
活
用
し
た
保
全
措
置
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
総
合
調
整
の
役
割
を
担
う
内

閣
官
房
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
の
整
備
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
稼
働
中
の
資
産
を
含
む
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
に
つ
い
て
、「
規

制
・
制
度
改
革
に
係
る
方
針
」（
二
〇
一
一
年
四
月
八
日
閣
議
決
定
）
等
を
踏
ま
え
、
稼
働
中
の
資
産
を

含
む
産
業
遺
産
に
関
し
て
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
保
全
方
策
以
外
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
五
日
に
は
「
稼
働
中
の
産
業
遺
産
又
は
こ
れ
を
含
む
産
業
遺
産
群
を
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
て
推
薦
す
る
場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
六

月
二
十
六
日
に
は
「
稼
働
資
産
を
含
む
産
業
遺
産
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
産
業
遺

産
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
推
進
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
中
、
二
〇
一
二
年
二
月
、
上
記
の
閣
議
決
定
等
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、
内
閣

官
房
地
域
活
性
化
統
合
本
部
事
務
局
（
当
時
）
の
事
務
局
長
決
定
に
よ
り
当
該
事
務
局
内
に
「
産
業

遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
五
日
に
新
た
な
枠
組
み
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
後
に
は
、
稼
働
中

の
産
業
遺
産
等
に
つ
い
て
我
が
国
の
世
界
遺
産
候
補
と
し
て
政
府
推
薦
す
る
と
い
う
重
要
な
事
項
に

関
す
る
具
体
的
な
事
務
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
関
係
省
庁
の
所
掌
分
野
に
横
断
的
に
関
係
す

る
地
区
別
保
全
協
議
会
や
有
識
者
会
議
の
開
催
、
推
薦
書
作
成
へ
の
支
援
、
保
全
手
法
の
検
討
に
当

た
っ
て
の
関
係
地
方
自
治
体
・
関
係
企
業
と
の
綿
密
な
調
整
・
連
携
等
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
閣
議
決
定
と
同
日
の
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
五
日
付
で
、
内
閣
総
理
大
臣

決
定
に
よ
り
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局
に
「
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
」
が
設

置
さ
れ
、
位
置
づ
け
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
後
の
組
織
改
編
で
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日
の
内
閣
総
理
大
臣
決
定
に
よ
り
内
閣
官
房
に
直
接
、「
産
業
遺

産
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
は
何
で
し
ょ
う
か

　
A　
端
島
炭
坑
や
韮
山
反
射
炉
な
ど
一
つ
の
構
成
資
産
が
世
界
遺
産
に
な
っ
た
よ
う
な
展
示
が
見

ら
れ
ま
す
が
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
展
示
や
解
説
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
世
界

遺
産
価
値
」
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の
保
護
を
目
的
と
し
た
保
存
整
備
事
業
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
世
界
遺
産
価
値
が
各
構
成
資
産
の
展
示
に
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
否
か
で
す
。
世
界
遺
産
価
値
の
保
護
は
、
地
域
の
歴
史
、
ま
た
国
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
づ
け

と
共
存
し
ま
す
が
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
価
値
は
地
域
の
歴
史
で
も
な
け

れ
ば
、
国
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
八
県
十
一
市
の
全
構
成
資
産
で
一
つ
の
世

界
遺
産
価
値
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
そ
の
世
界
遺
産
価
値
を
正
確
に
伝
え

る
こ
と
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
第
一
義

的
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
、
エ
リ
ア
と
し
て
全
体
の
世
界
遺
産
価
値
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
。

　
三
番
目
に
各
構
成
資
産
の
中
で
、
世
界
遺
産
価
値
に

貢
献
す
る
要
素
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
価
値
に
貢

献
し
て
い
る
の
か
が
、
各
構
成
資
産
を
紹
介
す
る
展
示

解
説
、
印
刷
物
、
電
子
出
版
物
、
公
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
、

直
接
的
、
間
接
的
な
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
さ
ら
に
は
研

究
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
お
い
て
適
切
か
つ
正
確
に
記
載
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
二
〇
一
七
年
十
二
月
一
日
ま
で
に
ユ
ネ
ス
コ
に
提
示

す
る
べ
き
文
書
は
、
策
定
中
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ

図 5　「明治日本の産業革命遺産」のインタープリテーション

歴史、人物、構成要素、
関連／関係要素

製鉄・製鋼、造船、石炭産業
顕著な普遍的価値へのエリア
貢献と構成資産間の関係

世界遺産価値に関する共通で
一貫性のある説明
1顕著な普遍的価値

2重工業の歴史

3各構成資産のサイトごとのインタープリテーション
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イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
は
ど
の
よ
う
な
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
か

　
A　
世
界
遺
産
で
は
登
録
後
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
の
保
護
、
保
全
と
展
示
・
解
説
が
、
何

よ
り
も
優
先
さ
れ
ま
す
。
世
界
遺
産
価
値
を
正
確
に
人
々
に
伝
達
す
る
こ
と
は
、
資
産
の
物
理
的
な

保
護
や
保
全
と
同
じ
よ
う
に
重
要
な
役
割
で
す
。

　
産
業
遺
産
の
展
示
に
つ
い
て
の
大
方
針
は
、
推
薦
書
の
第
五
章
の
四
〇
四
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
（Policies and program

m
es related to the presentation and prom

otion of the 

property

）。

　
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
展
示
は
市
民
教
育
の
一
部
で
も
あ
り
、
産
業
は
営
み
で
も
あ
る
の
で
、
産
業
遺
産

に
つ
い
て
は
、「
産
業
に
携
わ
る
人
々
の
記
憶
や
知
識
を
次
世
代
に
継
承
す
る
」
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
ダ
ブ
リ
ン
原
則
に
お
け
る
産
業

の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
定
義
に
準
拠
し
た
、
工
業
技
術
・
プ
ロ
セ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
建
築
、
都

市
計
画
に
関
連
す
る
有
形
な
も
の
に
加
え
て
、
労
働
者
や
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
伝
え
ら
れ
る
技
能
、

記
憶
、
社
会
生
活
な
ど
無
形
な
側
面
の
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
も
同
様
に
保
全
を
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
種
々
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を

次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
は
エ
リ
ア
1
か
ら
8
ま
で
あ
り
（
本
書
冒
頭
の
「
三
つ
の
産
業
類

型
の
時
系
列
に
沿
っ
た
発
展
」
参
照
）、
一
つ
一
つ
に
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

全
体
で
一
つ
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
全
体
と
し
て
の
価
値
を
ど
う
伝
え
て
い
く

か
、
ま
た
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
が
価
値
に
対
し
て
ど
う
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
学
的
、
技
術
的
、

実
証
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
イ
コ
モ
ス
の
エ
ナ
メ
憲
章
に
則
っ
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
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ビ
ジ
タ
ー
施
設
な
ら
び
に
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
二
十
三
の
構
成
資
産
全
体
で
一
つ
の
世
界
遺
産
価
値
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り
多
く
の
資
産
を
ビ
ジ
タ
ー
に
訪
問
し
て
も
ら
う
こ
と
が
世
界

遺
産
価
値
の
理
解
の
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
資
産
は
八
県
十
一
市
に
点
在
す
る
こ
と
か
ら
、
で
き

る
限
り
多
く
の
資
産
を
訪
問
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
世
界
遺
産
ル
ー
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
（
推
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薦
書
三
九
五
―
三
九
六
ペ
ー
ジ
）。
さ
ら
に
人
々
に
各
県
に
点
在
す
る
構
成
資
産
を
体
系
だ
っ
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
ビ
ジ
タ

ー
の
訪
問
を
支
援
す
る
た
め
、
二
〇
一
六
年
六
月
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
世
界
遺
産
ル
ー

ト
推
進
協
議
会
」
と
い
う
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
関
係
省
庁
や
各
自
治
体
、
民
間
団
体
か
ら
構
成
さ

れ
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
各
地
で
の
活
動
を
展
開
し
、
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
よ
く
あ
る
疑
問
点
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推
薦
書
に
労
働
問
題
の
記
載
は
あ
り
ま
す
か

　
A　
推
薦
書
で
は
、
二
三
九
ペ
ー
ジ
で
の
山
本
作
兵
衛
記
録
画
の
登
録
に
お
い
て
、
労
働
問
題
の

記
載
が
あ
り
ま
す
。
産
業
は
人
の
営
み
で
あ
り
、
産
業
革
命
に
よ
り
人
類
の
働
き
方
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
産
業
遺
産
に
お
い
て
は
、
労
働
問
題
の
展
示
は
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
証
拠
に
基
づ
く

歴
史
的
な
事
実
を
淡
々
と
展
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
登
録
の
際
に
作
成
し
た
推
薦
書
で
は
、
炭
鉱
な
ど
で
の
激
増
す
る
労
働
力
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

囚
人
労
働
を
行
っ
て
い
た
点
な
ど
を
踏
ま
え
た
労
働
問
題
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
推
薦
書

の
関
連
箇
所
を
引
用
し
ま
す
。

　
筑
豊
と
田
川
の
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」

　
筑
豊
炭
田
は
、
日
本
の
産
業
史
に
お
い
て
、
三
番
目
に
発
展
し
た
九
州
の
炭
鉱
で
あ
っ
た
。
一

八
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
筑
豊
の
石
炭
産
業
は
、
急
成
長
す
る
工
業
需
要
に
貢
献
し
て
き
た
。

一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
、
三
菱
、
三
井
、
住
友
、
古
河
、
官
営
八
幡
製
鐵
所
と
い
っ
た
大
企
業
が
、

近
代
技
術
を
駆
使
し
て
炭
鉱
を
開
発
し
た
。
高
島
と
三
池
は
海
岸
に
近
接
し
て
い
る
が
、
筑
豊
炭

田
は
内
陸
に
立
地
す
る
。
一
八
九
一
年
に
筑
豊
興
業
鉄
道
が
若
松
―
直
方
間
に
開
通
す
る
ま
で
、

石
炭
は
遠
賀
川
と
堀
川
運
河
と
い
っ
た
水
路
に
よ
り
輸
送
さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
鉄
道
開
発
が
進
め

ら
れ
た
も
の
の
、
一
九
一
〇
年
ま
で
、
鉄
道
に
よ
る
石
炭
の
積
載
ト
ン
数
は
、
川
と
運
河
に
よ
る

輸
送
量
を
上
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治
時
代
の
筑
豊
に
お
け
る
石
炭
生
産
量
は
、
約
一
億
ト

ン
で
あ
っ
た
。

　
筑
豊
炭
田
の
構
成
要
素
の
完
全
性
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
が
、
田
川
市
石

炭
・
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
元
炭
坑
作
業
員
・
山
本
作
兵
衛
に
よ
る
注
釈
付
き
の
貴

重
な
記
録
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
明
治
時
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
筑
豊
の
炭
坑
作
業
員
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の
生
活
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
推
薦
プ
ロ
セ
ス
の
直
接
的
な

成
果
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
と
し
て
日
本
第
一
号
に
登
録
さ
れ
た
。

　
新
た
な
労
働
資
源
に
対
す
る
需
要
の
急
速
な
増
加
に
つ
な
が
っ
た
日
本
の
工
業
化
産
業
革
命
期

の
欧
州
と
同
様
に
、
産
業
の
主
な
労
働
資
源
は
農
村
人
口
で
あ
り
、
農
村
人
口
よ
り
多
く
が
新
興

工
業
地
域
へ
移
住
し
た
。
特
に
産
炭
地
へ
の
人
口
の
流
入
が
多
か
っ
た
が
、
造
船
や
製
鉄
・
製
鋼

の
工
業
都
市
へ
の
移
住
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　
例
え
ば
、
筑
豊
炭
田
を
描
い
た
山
本
作
兵
衛
の
記
録
画
―
現
在
は
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録

―
は
、
農
村
の
生
活
か
ら
産
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
変
遷
の
様
子
を
描
写
し
て
お
り
、
そ
こ
に

は
、
農
村
の
伝
統
が
炭
鉱
の
作
業
場
、
家
庭
生
活
、
社
会
的
状
況
に
与
え
る
影
響
を
描
写
し
た
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
炭
坑
は
も
と
よ
り
労
働
集
約
型
産
業
で
、
日
本
は
、
採
炭
現
場
へ
の
機
械
設
備
投
資
に
よ
り
、

省
力
化
を
目
指
し
た
西
洋
を
模
倣
し
、
石
炭
産
業
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

炭
鉱
に
お
け
る
労
働
需
要
は
、
農
村
か
ら
の
労
働
人
口
の
供
給
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。

　
い
く
つ
か
の
炭
鉱
で
は
、
囚
人
労
働
が
、
増
加
す
る
石
炭
供
給
の
需
要
を
満
た
す
重
要
な
労
働

力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
他
の
工
業
国
に
お
け
る
同
時
代
の
炭
鉱
実
務
を
反
映
さ
せ
た
。
十
九
世
紀

に
お
け
る
日
本
の
炭
鉱
業
の
急
速
な
成
長
の
一
部
は
、
例
え
ば
巻
き
上
げ
な
ど
の
採
炭
設
備
の
機

械
化
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
、
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
採
炭
現
場
に
お
い

て
は
、
単
に
炭
鉱
作
業
員
の
増
員
に
よ
り
成
長
し
た
。

　
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
採
炭
現
場
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
生
産
性
は
低
か
っ
た
が
、
同
時
に

費
用
も
安
く
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
石
炭
の
海
外
輸
出
に
お
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
「
成
長
」
と

「
競
争
力
の
あ
る
価
格
設
定
」
の
両
方
の
実
現
を
可
能
と
し
た
。
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山
本
作
兵
衛
と
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
の
関
係
性
は
ど
う
で
す
か

　
A　
山
本
作
兵
衛
（
一
八
九
二
―
一
九
八
四
年
）
は
福
岡
県
出
身
の
炭
鉱
夫
、
鍛
冶
工
で
、
田
川
市
を

中
心
に
炭
鉱
の
様
子
を
描
い
た
彼
の
絵
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
、
田
川
市
は
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
と
し
て
「
旧
三
井
田
川
鉱
業
所
」（
現
在
は
関
連
資
産
）
な
ど
が

候
補
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
筑
豊
全
体
の
完
全
性
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
構

成
資
産
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
田
川
市
の
炭
鉱
を
説
明
す
る
際
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
山
本
作
兵
衛
の
絵
は
、
単

な
る
炭
鉱
の
資
料
と
し
て
の
絵
で
は
な
く
、
基
幹
産
業
と
し
て
近
代
化
に
貢
献
し
て
き
た
石
炭
産
業
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を
体
系
的
に
記
録
す
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
私
的
な
絵
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
な
文
章

で
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
当
時
の
生
々
し
さ
や
臨
場
感
を
持
つ
、
歴
史
的
・
民
俗
的
に
も
貴
重

な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
現
地
調
査
し
た
海
外
の
専
門
家
ら
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
山
本
作
兵
衛
記
憶
遺
産
の
推
薦
書
を

ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
し
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
国
内
で
は
初
め
て
「
世
界
の
記
憶
（
世
界
記
憶
遺
産
）」

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
作
兵
衛
の
炭
鉱
画
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
風
景
は
、
田
川
な
ど
の
筑
豊
に
お
け
る
炭
鉱

の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
の
炭
鉱
の
現
場
の
様
子
に
も
通
じ
る
点
が
あ
り
、
世
界
各
地
で
の
炭
鉱
の

現
場
に
お
け
る
普
遍
的
な
姿
を
示
す
資
料
と
も
い
え
る
、
大
変
貴
重
な
資
料
群
で
す
。

　
山
本
作
兵
衛
の
炭
鉱
画
は
、
関
連
資
産
と
同
様
に
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
補
完
的
に
物
語
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
世
界
遺
産
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
炭
鉱
画
の
解
説
も
盛

り
込
む
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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三
池
炭
鉱
に
は
様
々
な
坑
口
が
あ
る
中
、
構
成
資
産
は
な
ぜ
宮
原
坑
と
万
田
坑
の
二
つ
だ

け
な
の
で
す
か

　
A　
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
坑
口
は
、
宮
原
坑
や
万
田
坑
の
ほ
か
、
宮
浦
坑
、
勝
立
坑
、
三
川
坑
、

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇

年
ま
で
を
期
間
と
定
め
て
い
る
た
め
、
こ
の
期
間
中
に
採
炭
活
動
を
行
い
、
採
炭
に
関
わ
る
施
設
が

良
好
に
遺
る
宮
原
坑
と
万
田
坑
の
二
つ
が
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

三
川
坑
に
つ
い
て
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
は
時
代
が
異
な
る
た
め
、「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
価
値
を
紹
介
す
る
イ
ン
プ
リ
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
歴
史

の
紹
介
を
行
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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端
島
の
世
界
遺
産
価
値
と
文
化
財
価
値
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か

　
A　
端
島
（
軍
艦
島
）
は
、
一
八
九
一
年
か
ら
出
炭
を
始
め
た
炭
坑
で
、
採
炭
に
よ
っ
て
出
て
く

る
ボ
タ
で
島
の
周
囲
を
埋
め
立
て
、
拡
張
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
岩
塊
の
小
島
を
取
り
囲
む
新
た

な
土
地
は
、
台
風
な
ど
の
高
波
か
ら
守
る
た
め
、
要
塞
の
よ
う
な
護
岸
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
端

島
は
、
高
層
の
Ｒ
Ｃ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
住
居
群
が
目
を
引
き
ま
す
が
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
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産
」
に
お
け
る
世
界
遺
産
価
値
の
観
点
で
は
、
明
治
期
の
護
岸
と
産
業
設
備
が
世
界
遺
産
価
値
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
文
化
財
の
史
跡
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
は
生
活
施
設
を
含
め
た
全
体

を
文
化
財
の
価
値
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
の
保
全
は
世
界
遺
産
価
値
に
貢
献
す
る
要
素
に
つ
い

て
最
優
先
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
事
業
で
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財
価
値
全
体
の
保
全
を

重
視
し
ま
す
。

Q�
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関
連
資
産
と
は
何
で
す
か

　
A　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
は
、
関
連
資
産
と
し
て
「
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」、「
旧

三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
」、「
長
州
藩
下
関
前
田
砲
台
跡
」、「
旧
高
取
家
住
宅
」
の
四
つ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
価
値
を
直
接
説
明
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
構
成
資
産
の
候
補
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
代
背
景
を
理
解
す
る
上
で
は

有
用
な
資
産
で
す
。

　
関
連
資
産
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
構
成
資
産
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
補
完
す
る
上
で
は
重
要
な
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
世
界
遺
産
ル
ー
ト
に
お
い
て
も
関
連
資
産
の
案
内
を
行
っ
て
お
り
、
各
地
で
配
布
さ
れ

て
い
る
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
関
連
資
産
四
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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資
　
料

　
資
料
1
（
Q�
11
関
連
）　

第
三
十
九
回
世
界
遺
産
委
員
会
で

の
佐
藤
地く

に
ユ
ネ
ス
コ
大
使
（
当
時
）
の
発
言　
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
年
）
七
月
五
日

　
議
長
、

　
日
本
政
府
を
代
表
し
こ
の
発
言
を
行
う
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
日
本
政
府
と
し
て
は
、
本
件
遺
産
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
」
が
正
当
に
評
価
さ
れ
、
全
て
の
委
員
国
の
賛
同
を
得
て
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
光
栄
に
思
う
。

　
日
本
政
府
は
、
技
術
的
・
専
門
的
見
地
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

イ
コ
モ
ス
勧
告
を
尊
重
す
る
。
特
に
、「
説
明
戦
略
」
の
策
定

に
際
し
て
は
、「
各
サ
イ
ト
の
歴
史
全
体
に
つ
い
て
理
解
で
き

る
戦
略
と
す
る
こ
と
」
と
の
勧
告
に
対
し
、
真
摯
に
対
応
す
る
。

　
よ
り
具
体
的
に
は
、
日
本
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
い
く
つ
か

の
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
そ
の
意
思
に
反
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
、

厳
し
い
環
境
の
下
で
働
か
さ
れ
た
多
く
の
朝
鮮
半
島
出
身
者
等

が
い
た
こ
と
、
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日
本
政
府
と
し

て
も
徴
用
政
策
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
理
解
で
き
る

よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
所
存
で
あ
る
。

（
注
1
）　
「
意
思
に
反
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
（brought against 

their w
ill

）」
と
「
働
か
さ
れ
た
（forced to w

ork

）」
と
の
点
は
、

朝
鮮
半
島
出
身
者
に
つ
い
て
は
当
時
、
朝
鮮
半
島
に
適
用
さ
れ
た

国
民
徴
用
令
に
基
づ
き
徴
用
が
行
わ
れ
、
そ
の
政
策
の
性
質
上
、

対
象
者
の
意
思
に
反
し
徴
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
意
味

で
用
い
て
い
る
。

（
注
2
）　
「
厳
し
い
環
境
の
下
で
（under harsh conditions

）」
と

の
表
現
は
、
主
意
書
答
弁
書
（
参
考
）
に
あ
る
「
戦
争
と
い
う
異

常
な
状
況
下
」、「
耐
え
難
い
苦
し
み
と
悲
し
み
を
与
え
た
」
と
の

当
時
の
労
働
者
側
の
状
況
を
表
現
し
て
い
る
。

【
参
考
】　
近
藤
昭
一
衆
議
院
議
員
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答

弁
書
（
平
成
十
四
年
〔
二
〇
〇
二
年
〕
十
二
月
二
十
日
閣
議
決

定
）（
抜
粋
）
　

―
　

　
「
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
人
徴
用
者
等
の
問
題
を
含
め
、
当
時
多
数
の

方
々
が
不
幸
な
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て

お
り
、
戦
争
と
い
う
異
常
な
状
況
下
と
は
い
え
、
多
く
の
方
々
に

耐
え
難
い
苦
し
み
と
悲
し
み
を
与
え
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。」

　
日
本
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、

犠
牲
者
を
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を
説
明
戦
略

に
盛
り
込
む
所
存
で
あ
る
。

（
注
3
）　
「
犠
牲
者
」
と
は
、
出
身
地
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

炭
坑
や
工
場
な
ど
の
産
業
施
設
で
労
務
に
従
事
、
貢
献
す
る
中
で
、

事
故
・
災
害
等
に
遇
わ
れ
た
方
々
や
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
念
頭

に
お
い
て
い
る
。

　
日
本
政
府
は
、
本
件
遺
産
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
理

解
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
協
力
し
て
下
さ
っ
た
ベ
ー
マ

ー
議
長
を
は
じ
め
、
世
界
遺
産
委
員
会
の
全
て
の
委
員
国
、
そ

の
他
関
係
者
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
注
4
）　
今
回
の
日
本
代
表
団
の
発
言
は
、
従
来
の
政
府
の
立
場
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
内
容
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

（
注
5
）　
今
回
の
日
本
側
の
発
言
は
、
違
法
な
「
強
制
労
働
」
が
あ

っ
た
と
認
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
て
お
り
、

そ
の
旨
は
韓
国
側
に
も
明
確
に
伝
達
し
て
い
る
。

（http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/pr_pd/m
cc/page3_001285.

htm
l

原
文
は
英
語
。
右
は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仮
訳
）

　
資
料
2
（
Q�

11
関
連
）　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製

鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
一
覧

表
へ
の
記
載
決
定
に
つ
い
て
（
第
三
十
九
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
に
お
け
る
審
議
結
果
）
の
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
（
当

時
）
の
談
話　
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
七
月
五
日

　
一　
本
五
日
（
現
地
時
間
同
日
）、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ

れ
て
い
る
第
三
十
九
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、

我
が
国
が
世
界
遺
産
に
推
薦
し
て
い
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
が
、
世
界
遺
産

一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
、
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
こ
の
決
定
を
歓
迎

し
、
祝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二　
本
件
は
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
、

我
が
国
に
お
け
る
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
と
い
っ
た

重
工
業
の
産
業
化
に
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
遺
産
群
と
し
て
、

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
中
、
非
西
洋
で
初
め
て

産
業
化
に
成
功
し
た
先
人
達
の
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
今
回
の
決
定
に
よ
り
、
同
遺
産
群
の
果
た
し
た
世

界
的
役
割
が
一
層
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
契
機
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
三　
本
件
の
登
録
決
定
後
、
我
が
国
は
、
世
界
遺
産
委
員
会

の
責
任
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ

コ
モ
ス
）
の
勧
告
に
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
姿
勢
を
示
す
た
め
、

発
言
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
発
言
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
政
府
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の
認
識
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
六
五
年
の
韓
国
と
の
国

交
正
常
化
の
際
に
締
結
さ
れ
た
日
韓
請
求
権
・
経
済
協
力
協
定

に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
半
島
出
身
者
の
徴
用
の
問
題
を
含
め
、

日
韓
間
の
財
産
・
請
求
権
の
問
題
は
完
全
か
つ
最
終
的
に
解
決

済
み
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
四　
今
後
と
も
、
同
遺
産
群
を
含
め
た
日
本
の
資
産
に
つ
い

て
、
世
界
中
の
方
々
に
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
御
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
そ
の
魅
力
を
更
に
世

界
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/press/danw
a/page2_000104.�

htm
l

）

　
資
料
3
（
Q�

15
関
連
）　
「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作

業
指
針
」
の
定
め
る
評
価
基
準　
Ⅱ-

Ｄ

　
ⅰ　
人
間
の
創
造
的
才
能
を
表
す
傑
作
で
あ
る
。

　
ⅱ　
建
築
、
科
学
技
術
、
記
念
碑
、
都
市
計
画
、
景
観
設
計

の
発
展
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
、
あ
る
期
間
に
わ
た
る
価
値

観
の
交
流
又
は
あ
る
文
化
圏
内
で
の
価
値
観
の
交
流
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　
ⅲ　
現
存
す
る
か
消
滅
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る

文
化
的
伝
統
又
は
文
明
の
存
在
を
伝
承
す
る
物
証
と
し
て
無
二

の
存
在
（
少
な
く
と
も
希
有
な
存
在
）
で
あ
る
。

　
ⅳ　
歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を
物
語
る
建
築
物
、
そ
の
集
合

体
、
科
学
技
術
の
集
合
体
、
あ
る
い
は
景
観
を
代
表
す
る
顕
著

な
見
本
で
あ
る
。

　
ⅴ　
あ
る
ひ
と
つ
の
文
化
（
ま
た
は
複
数
の
文
化
）
を
特
徴

づ
け
る
よ
う
な
伝
統
的
居
住
形
態
若
し
く
は
陸
上
・
海
上
の
土

地
利
用
形
態
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で
あ
る
。
又
は
、
人
類

と
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で
あ
る
。

（
特
に
不
可
逆
的
な
変
化
に
よ
り
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
も
の
）

　
ⅵ　
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
出
来
事
（
行
事
）、
生

き
た
伝
統
、
思
想
、
信
仰
、
芸
術
的
作
品
、
あ
る
い
は
文
学
的

作
品
と
直
接
ま
た
は
実
質
的
関
連
が
あ
る
（
こ
の
基
準
は
他
の

基
準
と
あ
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）。

　
ⅶ　
最
上
級
の
自
然
現
象
、
又
は
、
類
ま
れ
な
自
然
美
・
美

的
価
値
を
有
す
る
地
域
を
包
含
す
る
。

　
ⅷ　
生
命
進
化
の
記
録
や
、
地
形
形
成
に
お
け
る
重
要
な
進

行
中
の
地
質
学
的
過
程
、
あ
る
い
は
重
要
な
地
形
学
的
又
は
自

然
地
理
学
的
特
徴
と
い
っ
た
、
地
球
の
歴
史
の
主
要
な
段
階
を

代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で
あ
る
。

　
ⅸ　
陸
上
・
淡
水
域
・
沿
岸
・
海
洋
の
生
態
系
や
動
植
物
群

集
の
進
化
、
発
展
に
お
い
て
、
重
要
な
進
行
中
の
生
態
学
的
過

程
又
は
生
物
学
的
過
程
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で
あ
る
。

　
ⅹ　
学
術
上
又
は
保
全
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
の
生
息
地
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
生
息

域
内
保
全
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
自
然
の
生
息
地
を
包
含
す
る
。

　
資
料
4
（
Q�

39
関
連
）　

世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作

業
指
針

　
一
一
〇　
ど
の
よ
う
な
管
理
体
制
が
効
果
的
か
は
、
登
録
推

薦
資
産
の
タ
イ
プ
、
特
性
、
ニ
ー
ズ
や
当
該
資
産
が
置
か
れ
た

文
化
、
自
然
面
で
の
文
脈
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
管
理
体
制
の

形
は
、
文
化
的
視
点
、
資
源
量
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
、

様
々
な
形
を
と
り
得
る
。
伝
統
的
手
法
、
既
存
の
都
市
計
画
・

地
域
計
画
手
法
や
そ
の
他
の
計
画
手
法
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　
一
一
一　
上
記
の
多
様
性
を
認
識
し
た
う
え
で
、
効
果
的
な

管
理
体
制
に
共
通
す
る
要
素
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
ａ　
す
べ
て
の
関
係
者
が
資
産
に
つ
い
て
の
理
解
を
十
二
分

に
共
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
ｂ　
計
画
、
実
行
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の
サ
イ
ク
ル
。

　
ｃ　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
関
係
者
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
。

　
ｄ　
必
要
な
（
人
的
、
財
政
的
）
資
源
が
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

　
ｅ　
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
。

　
ｆ　
管
理
体
制
の
運
営
に
関
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と

透
明
性
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
完
全
性
の
宣
言
に
お
い
て
説
明
を
行
う
こ

と
。

　
資
料
5
（
Q�

43
関
連
）　

イ
コ
モ
ス
・
テ
ィ
キ
共
同
原
則

　
世
界
に
お
い
て
、
産
業
の
採
掘
並
び
に
生
産
な
ど
の
人
類
の

活
動
を
、
多
種
多
様
な
場
所
、
構
造
物
、
複
合
施
設
、
都
市
・

居
住
地
、
景
観
、
経
路
が
証
言
し
て
い
る
。
多
く
の
場
所
に
お

い
て
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
現
在
も
稼
働
中
で
あ
り
、
歴
史
の
継
続
性

か
ら
工
業
化
は
今
も
進
行
中
で
あ
る
。
ま
た
他
の
場
所
に
お
い

て
は
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
過
去
の
活
動
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
考
古

学
的
証
明
に
な
っ
て
い
る
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
に
は
、
工
業

技
術
・
プ
ロ
セ
ス
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
建
築
、
都
市
計
画

に
関
連
す
る
有
形
な
も
の
に
加
え
て
、
労
働
者
や
そ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
伝
え
ら
れ
る
技
能
、
記
憶
、
社
会
生
活
な
ど
無
形
な
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側
面
が
含
ま
れ
る
。

　
過
去
二
世
紀
に
観
察
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
工
業
化
の
発
展

過
程
は
、
人
類
史
上
主
要
な
発
展
期
を
な
す
た
め
、
そ
の
ヘ
リ

テ
ー
ジ
は
、
特
に
近
代
社
会
に
と
り
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
。

一
方
で
、
世
界
の
多
く
の
場
所
で
、
工
業
化
の
魁
や
始
ま
り
は
、

現
在
も
稼
働
す
る
資
産
や
考
古
学
的
資
産
を
通
じ
、
古
代
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
我
々
の
目
的
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ

ら
原
則
の
主
要
な
関
心
は
、
偶
然
に
も
時
期
と
地
理
的
範
囲
が

産
業
革
命
と
い
う
共
通
認
識
と
一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
代
と
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
世
界
中
の
工
業
化
の
発

展
過
程
を
示
す
あ
ら
ゆ
る
地
球
上
の
例
に
考
慮
を
し
て
い
く
。

　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
非
常
に
脆
弱
で
あ
り
、
誰
に
も
知
ら

れ
ず
、
記
録
も
さ
れ
ず
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
保
護
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
ま
た
加
え
て
、
経
済
動
向
の
変
化
、
否
定
的
な
見

方
、
環
境
問
題
、
あ
る
い
は
規
模
が
大
き
く
構
造
が
複
雑
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、

し
ば
し
ば
消
失
を
す
る
。
し
か
し
既
存
の
構
造
物
、
お
よ
び
そ

こ
に
内
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
寿
命
を
伸
ば
せ
ば
、
特
に
産
業

の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
に
お
け
る
建
築
物
の
保
存
は
、
地
域
、
国
、
世

界
レ
ベ
ル
の
持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
目
標
の
達
成
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
保
存
は
開
発
の
物
理
的
、
環
境
的
な
側
面

と
共
に
社
会
的
側
面
を
配
慮
し
、
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
過
去
数
十
年
の
間
、
研
究
が
進
み
、
国
際
的
・
学

際
的
な
協
力
並
び
に
地
域
で
の
活
発
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
産

業
ヘ
リ
テ
ー
ジ
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
管
理
者
、
利
害
関
係
者
、

専
門
家
の
あ
い
だ
に
よ
り
密
接
な
協
力
関
係
が
育
ま
れ
た
。
こ

の
進
展
は
、
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
に
よ
っ
て

厖
大
な
国
際
的
参
考
文
献
と
指
針
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
一
九

七
二
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
採
択
し
た
世
界
遺
産
条
約
な
ど
国
際
的

勧
告
・
協
定
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は

国
際
産
業
遺
産
保
存
委
員
会
（
テ
ィ
キ
）
が
『
産
業
遺
産
に
つ

い
て
の
ニ
ジ
ニ
・
タ
ギ
ル
憲
章
』
を
採
択
し
た
。
こ
れ
は
産
業

ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
保
護
・
保
存
の
指
針
と
し
て
承
認
さ
れ
た
初
め

て
の
国
際
的
な
参
考
文
書
で
あ
る
。

　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
そ
の
特
有
の
性
質
、
現
代
の
経
済
、

法
律
、
文
化
、
環
境
の
側
面
と
密
接
に
関
わ
る
た
め
に
、
ヘ
リ

テ
ー
ジ
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
や
脅
威
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
た
上
で
、
イ
コ
モ
ス
と
テ
ィ
キ
は
、
原
則
を
採
択
し
、
普
及

促
進
を
す
る
こ
と
に
よ
り
協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
を
望
む
。

次
の
原
則
を
も
っ
て
、
世
界
中
の
人
間
社
会
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の

一
部
と
し
て
、
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
記
録
、
保
護
、
保
存
並

び
に
評
価
の
一
助
と
す
る
。

　
一　
定
義
―
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
、
場
所
、
構
造
物
、

複
合
施
設
、
地
域
お
よ
び
景
観
と
、
工
業
生
産
プ
ロ
セ
ス
、
原

材
料
の
採
取
、
原
材
料
の
製
品
へ
の
加
工
、
関
連
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
、
過
去
も
し
く
は
現
在
進
行
中
の
証

拠
を
提
供
す
る
関
連
機
械
、
対
象
物
ま
た
は
文
書
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
文
化
と
自
然
環
境
の
深
い

関
連
を
反
映
す
る
。
そ
れ
は
、
工
業
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
も
の
が
、

古
代
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
現
代
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
自
然

か
ら
得
た
原
材
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依

存
し
て
生
産
活
動
を
行
い
、
広
い
市
場
に
製
品
を
流
通
さ
せ
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
に
は
、
有
形
な
も

の
（
動
産
と
不
動
産
）
に
加
え
、
無
形
な
も
の
、
例
え
ば
技
術

ノ
ウ
ハ
ウ
や
職
場
組
織
と
作
業
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
を

形
作
り
、
社
会
と
世
界
全
体
に
大
き
な
組
織
的
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
複
雑
な
社
会
的
・
文
化
的
な
遺
産
が
含
ま
れ
る
。

　
二　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
場
所
は
、
そ
の
目
的
、

設
計
、
進
化
な
ど
の
点
で
多
種
多
様
で
あ
る
。
多
く
は
プ
ロ
セ

ス
、
技
術
、
地
域
的
も
し
く
は
歴
史
的
条
件
を
示
す
が
、
世
界

的
な
影
響
の
顕
著
な
功
績
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
あ
る
も

の
は
、
複
合
施
設
で
あ
り
、
複
数
の
場
所
で
稼
働
し
、
多
く
の

構
成
要
素
が
相
互
依
存
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、
異
な
っ
た
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
時
代
背
景
を
も
つ
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
意
義
と

価
値
は
、
構
造
物
や
場
所
そ
の
も
の
、
素
材
や
材
質
、
構
成
要

素
、
機
械
や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
内
在
す
る
が
、
産
業
的
景
観
、

記
録
文
書
の
み
な
ら
ず
、
記
憶
、
芸
術
、
習
慣
の
中
に
無
形
の

記
録
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
Ⅰ　

産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
構
造
物
、
場
所
、
地

域
、
景
観
と
そ
の
価
値
を
文
書
化
し
理
解
す
る

　
三　
産
業
の
構
造
物
、
場
所
、
景
観
、
関
連
機
械
、
設
備
、

記
録
や
無
形
要
素
を
調
査
し
記
録
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
正

体
を
明
ら
か
に
し
、
保
全
し
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
と
し
て
の
重
要
性

と
価
値
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。
古
い
時
代
の
産
業

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
見
ら
れ
る
人
類
の
技
能
や
知
識
は
、
保
全

に
お
い
て
、
大
変
重
要
な
資
源
で
あ
る
た
め
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の

評
価
の
過
程
に
お
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
四　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
場
所
、
構
造
物
の
調

査
と
文
書
化
は
、
保
全
と
管
理
の
総
合
的
基
盤
を
用
意
す
る
た

め
に
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
、
技
術
的
、
社
会
経
済
的
な
側
面
に

呼
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す

る
場
所
や
構
造
物
の
重
要
性
を
特
定
す
る
た
め
、
分
野
を
超
え

た
学
際
的
な
研
究
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
裏
付
け
ら
れ
た
分
野

を
超
え
た
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
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た
め
に
役
立
つ
の
は
、
多
様
な
ソ
ー
ス
か
ら
入
手
可
能
な
専
門

知
識
と
情
報
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
地
調
査
と
記
録
、
考

古
学
調
査
、
材
料
と
景
観
の
分
析
、
口
述
記
録
、
公
的
機
関
ま

た
は
民
間
の
保
管
文
書
の
調
査
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
記
録
文

書
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
、
建
築
設
計
図
、
工
業
製
品
の
見
本
な

ど
の
調
査
・
保
存
を
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
書
の
評

価
・
査
定
は
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
意
義
を
判
定
す
る
た
め
、
当
該

産
業
に
関
連
す
る
適
切
な
専
門
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
作
業
に
お
い
て
は
、
地
域
そ
の
他
の
利
害
関
係
者

の
参
加
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
五　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
場
所
や
構
造
物
の
重

要
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
地
域
ま
た
は
国
の
、
あ
る

い
は
国
・
地
域
と
世
界
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
産
業
史
な

ら
び
に
社
会
経
済
史
を
知
悉
（
ち
し
つ
）
す
る
必
要
が
あ
る
。

単
一
の
産
業
の
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、
個
々
の
構
造
物
、
場

所
、
地
域
、
景
観
に
継
承
さ
れ
る
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
価
値
を
認
識

す
る
上
で
、
基
軸
に
な
る
産
業
部
門
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
対
象

と
し
、
比
較
の
要
素
を
持
つ
類
型
的
あ
る
い
は
地
域
的
な
調
査

が
大
変
役
に
立
つ
。
そ
れ
ら
は
市
民
、
研
究
者
、
管
理
者
が
ア

ク
セ
ス
で
き
、
調
査
が
可
能
な
状
態
に
保
た
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
Ⅱ　

産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
構
造
物
、
場
所
、
地

域
お
よ
び
景
観
の
保
護
と
保
存
を
確
実
に
す
る

　
六　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
場
所
と
構
造
物
（
機

械
類
や
記
録
を
含
む
）
を
保
護
し
、
確
実
に
保
全
す
る
た
め
に
、

適
切
な
政
策
、
法
的
、
行
政
的
措
置
が
採
択
さ
れ
、
適
正
に
実

施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
産
業
の
ヘ
リ
テ

ー
ジ
と
工
業
生
産
、
経
済
と
の
密
接
な
関
係
に
対
応
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
対
応
は
と
り
わ
け
、（
産
業
ヘ

リ
テ
ー
ジ
の
保
護
の
た
め
の
）
企
業
、
投
資
、
貿
易
ま
た
は
特

許
に
つ
い
て
の
規
制
（
規
則
）
や
基
準
が
、
現
役
の
産
業
の
操

業
に
適
用
可
能
な
も
の
か
と
い
う
観
点
で
行
わ
れ
る
。

　
七　
構
造
物
、
場
所
、
地
域
、
景
観
、
そ
れ
ら
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
と
関
連
の
対
象
物
、
文
書
、
図
面
と
記
録
類
、
あ
る
い
は

無
形
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
総
合
目
録
と
一
覧
表
は
、
効
果
的
な
管

理
と
保
全
の
た
め
の
政
策
お
よ
び
保
護
措
置
の
一
環
と
し
て
、

作
成
さ
れ
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
法
的
に
認
め

ら
れ
、
そ
の
意
義
、
完
全
性
、
真
正
性
の
維
持
を
確
実
に
す
る

た
め
に
、
適
切
な
保
存
と
管
理
を
さ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
利
す

る
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
が
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
場
合
、
適
正

な
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
文
書
化
な
ら
び
に
調
査
の
た
め
に
は
時
間
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
暫
定
的
な
保
護
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　
八　
重
要
な
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
産
業
の
構
造
物
や
場

所
が
現
役
稼
働
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
継
続
的
に
利
用
し
、

機
能
を
保
全
す
る
こ
と
が
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
と
し
て
の
意
義
の
一

部
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
生
産
・
採
掘
施
設
と
し
て
、
物
理

的
・
経
済
的
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
適
切
な
条
件
で
あ
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
災
・
人
災
の
予
防
の
為

に
建
築
基
準
、
環
境
基
準
へ
の
必
要
条
件
や
リ
ス
ク
軽
減
戦
略

な
ど
現
行
規
制
の
適
用
を
す
る
一
方
で
そ
れ
ら
に
特
有
の
技
術

的
特
徴
や
特
色
は
、
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
九　
機
能
の
保
全
も
し
く
は
そ
の
完
全
性
が
、
産
業
の
ヘ
リ

テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
構
築
物
や
場
所
の
意
義
に
と
り
、
特
に
重

要
で
あ
る
た
め
に
、
保
護
措
置
は
建
物
と
そ
の
内
部
に
及
ぶ
べ

き
で
あ
る
。
機
械
そ
の
他
の
重
要
な
構
成
部
分
が
取
り
除
か
れ

た
り
、
全
資
産
一
部
を
構
成
す
る
補
助
的
な
構
成
部
分
が
破
壊

さ
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
価
値
は
危
険
に
さ
ら

さ
れ
た
り
、
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
稼
働
し
て
い
る
産
業

の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
有
す
る
場
所
や
複
合
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
る
と

き
に
は
、
機
械
や
産
業
物
も
し
く
は
関
係
す
る
記
録
な
ど
重
要

要
素
が
撤
去
さ
れ
た
り
、
破
壊
さ
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

行
政
機
関
が
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
法
的
・
行
政
的

枠
組
み
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ⅲ　

産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
構
築
物
、
場
所
、
地

域
お
よ
び
景
観
を
保
全
・
維
持
す
る

　
十　
適
切
な
元
来
の
用
途
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
用
途
、

さ
ら
に
は
活
用
の
た
め
に
応
用
さ
れ
た
用
途
に
お
け
る
利
用
は
、

産
業
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
有
す
る
場
所
や
構
築
物
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
、
も
っ
と
も
持
続
可
能
な
保
存
の
方

法
で
あ
る
。
新
し
い
用
途
に
変
更
す
る
と
き
は
、
主
要
な
材
料
、

構
成
要
素
、
循
環
と
活
動
の
パ
タ
ー
ン
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
専
門
家
の
ス
キ
ル
に
よ
り
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
意
義
を

考
慮
に
い
れ
、
か
つ
尊
重
し
、
産
業
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
場
所
や
構

造
物
の
管
理
や
持
続
的
利
用
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に

物
理
的
な
介
入
を
加
え
ら
れ
る
と
き
に
は
、
建
築
基
準
、
リ
ス

ク
緩
和
要
件
、
環
境
・
産
業
規
制
そ
の
他
の
基
準
は
、
ヘ
リ
テ

ー
ジ
の
側
面
に
配
慮
し
、
柔
軟
な
適
応
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
十
一　
何
処
で
あ
ろ
う
と
も
、
物
理
的
介
入
は
元
の
状
態
に

戻
せ
る
も
の
で
あ
り
、
年
代
の
価
値
お
よ
び
重
要
な
足
跡
や
痕

跡
を
尊
重
し
な
が
ら
行
う
べ
き
で
あ
る
。
変
更
は
文
書
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
前
知
ら
れ
て
い
た
状
態
に
戻
す
こ
と
は
、

教
育
目
的
に
お
い
て
、
例
外
的
状
況
に
お
い
て
の
み
許
さ
れ
る

が
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
徹
底
し
た
調
査
と
文
書
を
基
本
と

す
る
。
解
体
や
移
転
は
、
や
む
を
得
な
い
経
済
・
社
会
的
ニ
ー
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ズ
が
客
観
的
に
立
証
さ
れ
た
場
合
、
破
壊
が
避
け
ら
れ
な
い
、

例
外
的
な
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
。

　
十
二　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
場
所
や
構
造
物
が
、

重
複
、
閉
鎖
、
転
用
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
場
合
、
例
え
ば
、
構

成
要
素
の
解
体
、
機
械
の
撤
去
が
必
要
な
場
所
も
含
め
、
プ
ロ

セ
ス
を
記
録
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
産
業
の

プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
し
て
機
能
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
同
様
に
そ

の
素
材
形
状
も
詳
細
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

作
業
過
程
に
関
わ
っ
た
人
々
の
口
述
な
ら
び
に
文
書
化
さ
れ
た

ス
ト
ー
リ
ー
も
収
集
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
Ⅳ　

一
般
な
ら
び
に
企
業
の
意
識
の
啓
発
並
び
に
研
修
と
調

査
を
支
援
す
る
た
め
に
、
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
継
承
す
る
構

築
物
、
場
所
、
地
域
お
よ
び
景
観
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
側
面
と
価

値
を
紹
介
、
周
知
す
る

　
十
三　
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
教
育
資
源
で
あ
り
、
複
層
の

次
元
で
伝
達
す
る
必
要
が
あ
る
。
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
地
域
、

国
、
世
界
の
歴
史
の
重
要
な
側
面
と
時
代
や
文
化
を
超
え
た
交

流
を
あ
ら
わ
す
。
社
会
と
芸
術
的
な
活
動
と
同
じ
よ
う
に
、
そ

れ
は
科
学
技
術
の
発
達
に
関
す
る
発
明
の
才
能
を
証
明
す
る
。

一
般
市
民
と
企
業
の
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
へ
の
認
識
と
理
解
は
、

成
功
す
る
保
存
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
な
る
。

　
十
四　
稼
働
す
る
産
業
ヘ
リ
テ
ー
ジ
へ
の
訪
問
や
、
そ
の
操

業
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
施
設
は
、
そ
の
歴
史
、
機
械
や

工
業
プ
ロ
セ
ス
に
ま
つ
わ
る
物
語
や
無
形
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
と
同

様
に
、
ま
た
工
業
博
物
館
や
公
立
博
物
館
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、

展
示
、
刊
行
物
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
地
域
ま
た
は
国
境
を
越
え

た
訪
問
計
画
な
ど
、
現
代
社
会
の
た
め
の
意
義
が
完
全
に
理
解

さ
れ
る
環
境
の
な
か
で
、
産
業
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
へ
の
認
識
や
理

解
を
深
め
る
手
段
と
し
て
、
発
展
さ
れ
、
維
持
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
工
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
実
際
に
起
こ
っ
た

ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
場
所
に
設
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
場
が

最
も
伝
達
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
か
な
る
場
所
で
あ
ろ
う

と
も
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
保
全
や
調
査
に
関
わ
る
国
内
外
の
研
究

機
関
が
そ
れ
ら
を
一
般
市
民
並
び
に
専
門
家
集
団
の
教
育
施
設

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
権
限
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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要点整理のクイズ

　最後に、重要な点について、クイズ形式で再確認して
いきましょう。答えの詳細については、各項目に戻って
確認してみてください。

　Q　‌�「世界遺産　軍艦島」「軍艦島　世界遺産」「世界遺産　
韮山反射炉」は正しい表現でしょうか。

　A　正しくありません。

　Q　では、どのような表現にするべきでしょうか。
　A　‌�「世界遺産　明治日本の産業革命遺産　韮山反射炉」

などが正しい表現です。

　Q　一つ一つの資産に世界遺産価値はあるでしょうか。
　A　資産一つ一つには世界遺産価値はありません。

　Q　対象とする年代はいつでしょうか。
　A　1850 年代から 1910 年までです。
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